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六
〇
年
安
保
閥
争
の
福
岡
県
で
の
展
開

、
千
一
県
安
保
共
闘
の
組
織
化
過
程
を
中
心
と
し
て
i

論説

　
　
は
　
じ
　
め
　
に
　
　
　
　
　
層
・
、

一
　
福
町
県
安
保
共
闘
会
議
の
結
成
・

ω
結
成
大
会

　
②
　
結
成
ま
で
の
経
緯

二
　
安
保
共
闘
の
組
織
化
過
程

　
ω
　
地
区
共
闘
の
結
成

　
②
校
区
．
町
村
共
闘
の
結
成

　
㈲
　
職
湯
で
の
安
保
共
闘
の
組
織
化

三
　
福
岡
県
下
の
運
動
展
開
の
特
色

　
ω
　
「
最
高
限
実
力
行
使
決
議
」
の
集
約

　
②
　
九
州
拠
点
の
統
一
行
動
と
の
か
か
わ
り

　
㈲
　
批
准
反
対
請
願
署
名
運
動
の
展
開

　
ゆ
　
三
池
闘
争
と
の
か
か
わ
り

　
㈲
　
六
・
四
、
六
二
．
五
の
闘
い

四
県
安
保
共
闘
の
運
動
総
括
に
つ
い
て

42（2r3、』・『一79）225



論説

田
　
第
一
九
回
拡
大
幹
事
会
で
の
総
括

②
　
県
安
保
共
闘
の
性
格
ー
カ
ン
パ
ニ
ア
共
闘
の
壁

㈹
　
県
安
保
共
闘
の
財
政
問
題

　
お
　
わ
　
り
　
に

は
　
じ
　
め
　
に
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一
九
五
九
年
四
月
か
ら
六
〇
年
七
月
に
か
け
て
展
開
さ
れ
た
日
米
安
全
保
障
条
約
の
改
定
に
反
対
す
る
運
動
（
以
下
「
六
〇
年
安
保
闘
争
」

と
略
称
）
は
、
周
知
の
よ
う
に
こ
の
運
動
へ
の
参
加
者
の
規
模
の
大
き
さ
、
運
動
の
質
の
高
さ
な
ど
を
と
っ
て
み
て
も
、
戦
後
史
の
な
か

で
き
わ
め
て
注
目
す
べ
き
運
動
で
あ
っ
た
。

　
六
〇
年
安
保
闘
争
の
展
開
に
つ
い
て
、
全
国
的
レ
ベ
ル
で
の
作
業
は
、
信
夫
清
三
郎
氏
や
水
口
宏
三
氏
ら
の
手
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ

　
　
バ
　
り

て
き
た
。
　
ま
た
、
『
資
料
労
働
運
動
史
』
（
労
働
省
）
の
昭
和
三
四
年
版
お
よ
び
三
五
年
版
、
あ
る
い
は
『
日
本
労
働
年
鑑
』
（
大
原
社
会
問

題
研
究
所
）
第
三
三
集
に
収
め
ら
れ
て
い
る
資
料
を
と
お
し
て
、
全
国
レ
ベ
ル
で
の
概
要
を
知
る
こ
と
も
で
き
る
。
だ
が
、
六
〇
年
安
保

闘
争
は
国
会
を
中
心
と
し
た
東
京
だ
け
の
運
動
で
は
な
か
っ
た
。
全
国
各
地
で
そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
も
っ
た
運
動
が
展
開
さ
れ
た
。
安
保

条
約
改
定
阻
止
の
共
闘
会
議
（
安
保
共
闘
）
の
結
成
が
全
国
で
二
、
○
○
○
を
こ
え
、
安
保
条
約
の
改
定
に
反
対
す
る
国
会
請
願
署
名
が
有

権
者
の
半
数
に
近
い
二
、
三
〇
〇
万
に
達
し
た
。
全
国
各
地
で
の
運
動
の
高
揚
が
、
東
京
で
の
運
動
に
凝
集
さ
れ
た
と
も
い
え
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
地
方
レ
ベ
ル
で
六
〇
年
安
保
闘
争
の
展
開
を
ま
と
め
よ
う
と
す
る
作
業
は
遅
れ
て
い
る
。
一
九
七
〇
年
に
歴
史
科
学
．

協
議
会
は
、
機
関
誌
『
歴
史
評
論
』
の
六
月
号
と
七
月
号
で
「
六
〇
年
安
保
地
域
闘
争
史
」
を
特
集
し
、
石
川
、
群
馬
、
大
阪
、
愛
知
、

愛
媛
、
静
岡
な
ど
σ
「
地
域
闘
争
史
」
へ
の
取
り
く
み
の
成
果
を
明
与
か
に
し
穐
ま
た
、
　
『
愛
媛
地
界
十
年
跳
に
典
型
的
に
み
ら
れ
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る
よ
う
に
、
か
な
り
の
県
労
働
組
合
評
議
会
（
県
評
）
で
一
〇
年
史
や
二
学
年
史
の
編
纂
が
す
す
め
ら
れ
、
　
そ
の
な
か
に
労
働
組
合
と
く

に
県
評
サ
イ
ド
か
ら
、
各
県
レ
ベ
ル
で
の
安
保
闘
争
の
ま
と
め
が
お
こ
な
わ
れ
は
じ
め
て
い
6
に
す
ぎ
な
い
。
福
岡
県
の
場
合
、
そ
の
作

業
は
非
常
に
遅
れ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　
福
岡
県
に
お
け
る
六
〇
年
安
保
闘
争
の
特
徴
の
一
つ
は
、
　
「
安
保
と
三
池
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
こ
の
時
期
の
運
動
の
象
徴
と
ざ
れ

た
よ
う
に
、
一
九
五
九
年
一
月
か
ら
六
〇
年
九
月
に
か
け
て
の
「
三
池
闘
争
」
を
頂
点
と
す
る
石
炭
産
業
（
炭
鉱
）
合
理
化
に
反
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
》

運
動
と
一
体
不
可
分
で
あ
っ
た
。
三
池
闘
争
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
そ
の
資
料
を
整
理
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
が
、
安
保
闘
争
の
展
開
に

つ
い
て
は
そ
の
機
会
を
も
ち
あ
わ
せ
な
か
っ
た
。
今
回
、
福
岡
県
に
お
け
る
六
〇
年
安
保
闘
争
の
展
開
に
つ
い
て
、
一
定
程
度
の
資
料
に

眼
を
と
齢
す
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
不
充
分
な
点
が
多
々
あ
る
こ
と
を
承
知
の
う
え
で
、
安
保
条
約
改
定
阻
止
・
廃
止
福
岡

県
共
闘
会
議
の
活
動
を
中
心
に
、
安
保
闘
争
の
展
開
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

（
1
）
信
夫
清
三
郎
『
安
保
闘
争
史
－
三
五
日
間
政
局
史
論
一
』
　
（
世
界
書
院
、
、
一
九
六
一
年
八
月
）
は
膨
大
な
資
料
を
駆
使
し
て
、
六
〇
年
五
月
か

　
　
ら
六
月
に
か
け
て
の
安
保
闘
争
の
高
揚
を
分
析
し
た
点
で
、
こ
れ
に
匹
敵
す
る
も
の
の
な
い
、
注
目
す
べ
ぎ
力
作
で
あ
る
。
水
口
宏
三
『
安
保

　
　
闘
争
史
1
ひ
と
つ
の
運
動
論
的
総
括
一
』
　
（
社
会
新
報
、
六
八
年
一
〇
月
）
は
、
安
保
改
定
阻
止
国
民
会
議
の
事
務
局
長
と
い
う
安
保
闘
争
の

　
　
直
接
の
責
任
者
で
あ
っ
た
と
い
う
著
者
の
立
場
か
ら
み
た
ユ
ニ
ー
ク
な
著
書
で
あ
る
。
そ
の
他
斉
藤
一
郎
『
安
保
闘
争
史
』
（
一
一
二
書
房
）
、
日

　
　
高
六
郎
編
『
一
九
六
〇
年
五
月
一
九
日
』
（
岩
波
書
店
）
、
な
ど
が
あ
る
。

（
2
）
福
富
文
哉
「
石
川
県
で
の
闘
い
」
、
三
上
満
「
東
京
都
文
京
区
に
お
け
る
闘
い
」
、
小
巻
敏
雄
「
大
阪
に
お
け
る
六
〇
年
安
保
闘
争
」
、
五
井
直

　
　
弘
「
静
岡
県
大
学
人
安
保
懇
談
会
を
中
心
に
」
（
以
上
『
歴
史
評
論
』
一
九
七
〇
年
六
月
号
）
、
近
代
史
文
庫
「
愛
媛
の
勤
評
・
安
保
闘
争
一
地

　
　
域
人
民
闘
争
の
発
展
1
」
、
稲
垣
倉
造
「
統
一
は
カ
ー
群
馬
の
六
〇
年
安
保
闘
争
か
ら
学
ぶ
一
」
、
名
古
屋
歴
史
科
学
研
究
会
「
愛
知
に
お
け
る

　
　
安
保
闘
争
－
安
保
改
訂
阻
止
愛
知
県
民
会
議
の
活
動
1
」
（
以
上
前
掲
誌
七
〇
年
七
月
号
）
。

（
3
＞
愛
媛
地
評
史
編
纂
委
員
会
『
愛
媛
地
学
十
年
史
』
　
（
総
評
愛
媛
県
地
方
労
働
組
合
評
議
会
、
一
九
六
六
年
五
月
発
行
漣
A
5
版
九
二
〇
頁
）
。
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論説

　
　
（
4
）
三
池
炭
鉱
労
働
組
合
『
み
い
け
二
〇
年
』
　
（
労
働
旬
報
社
、
一
九
六
七
年
二
月
）
、
同
『
み
い
け
二
〇
年
資
料
篇
』
．
（
同
、
六
八
年
六
月
）
。
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
福
岡
県
安
保
共
闘
会
議
の
結
成

　
ω
結
成
大
会
　
一
九
五
九
年
六
月
五
日
目
安
保
条
約
改
定
阻
止
・
廃
止
福
岡
県
共
闘
会
議
（
以
下
「
福
岡
県
安
保
共
闘
」
と
略
称
）
の
結
成

大
会
が
、
福
岡
市
の
教
育
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。
結
成
大
会
に
参
加
し
た
団
体
は
、
福
岡
県
総
評
、
福
岡
地
区
労
、
若
松
地
区
労
幽
山
田

地
区
労
、
大
牟
田
地
評
、
田
川
地
区
労
、
小
倉
地
胆
労
、
福
教
組
、
福
高
教
組
、
全
農
林
、
九
大
教
職
組
、
全
港
湾
、
建
設
労
な
ど
の
労

働
団
体
、
政
党
で
は
社
会
党
と
共
産
党
、
婦
人
団
体
で
は
福
岡
県
炭
婦
協
、
学
生
組
織
で
は
九
学
連
、
西
南
大
学
自
治
会
、
市
民
団
体
で

は
福
博
商
工
会
、
福
岡
市
生
活
を
守
る
会
、
平
和
団
体
の
関
係
で
は
田
川
平
和
連
絡
会
、
福
岡
県
原
水
協
、
福
岡
市
原
水
協
、
福
岡
県
平

和
委
員
会
、
そ
れ
に
日
中
友
好
協
会
、
日
ソ
協
会
、
日
本
民
主
青
年
同
盟
地
区
準
備
会
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
日
朝
協
会
の
二
八
団
体

で
あ
っ
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
　
「
民
族
の
重
大
な
危
機
に
さ
い
し
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
に
福
岡
全
県
下
の
平
和
と
民
主
主
義
を
愛
し
独
立
達
成
の
勝
利

を
め
ざ
す
す
べ
て
の
粗
壁
を
結
集
し
、
安
保
条
約
の
改
定
を
断
乎
と
し
て
阻
止
し
、
さ
ら
に
す
す
ん
で
条
約
を
廃
止
す
る
ま
で
、
団
結
を

固
め
行
動
を
統
一
し
て
闘
い
抜
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
（
大
会
方
針
書
）
と
い
う
立
場
か
ら
、
当
面
の
行
動
目
標
計
画
を
次
の
よ
う
に

決
定
し
た
。

　
　
「
①
六
月
二
十
五
日
．
第
三
次
統
一
行
動
を
全
経
営
で
実
力
行
使
で
闘
う
よ
う
努
力
す
る
。
当
日
、
福
岡
市
警
固
公
園
で
全
脳
中
央
抗
議
集
会
を
お
こ
な

　
い
、
県
下
各
地
区
で
も
抗
議
集
会
、
デ
モ
を
組
織
す
る
。

　
②
署
名
・
決
議
運
動
　
地
域
、
職
場
、
部
落
、
各
種
団
体
役
員
会
な
ど
大
小
を
と
わ
ず
、
す
べ
て
の
集
会
で
安
保
改
定
阻
止
廃
止
、
実
力
行
使
支
持
の
決

　
議
を
お
こ
な
い
、
岸
政
府
に
つ
き
つ
け
る
。
県
市
町
村
議
会
に
安
保
改
定
反
対
決
議
を
要
請
す
る
。
署
名
は
全
県
民
を
目
標
に
し
、
と
く
に
農
民
に
よ
び

42－C2：一3」82）！2£合
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か
け
る
。
そ
の
た
め
各
地
区
共
闘
、
労
組
、
農
民
団
体
、
通
勤
者
同
盟
の
活
動
を
要
請
し
、
署
名
工
作
隊
を
出
す
よ
う
努
め
る
。
署
名
用
紙
は
各
地
自
主

的
に
作
成
す
る
。
　
　
・
　
　
廟
「
一
、
　
　
　
　
　
　
，
　
二
．
｝

③
研
究
会
．
講
習
会
を
ひ
ら
く
各
傘
下
団
集
瞥
に
、
ま
た
は
共
同
し
て
ひ
㌘
．
そ
の
た
肋
の
甲
乙
を
県
共
闘
で
組
織
し
書
画
る
．

　
④
宣
伝
資
料
を
つ
く
る
　
機
関
紙
の
特
記
、
各
団
体
の
資
料
の
交
流
あ
っ
せ
ん
。

　
⑤
第
五
飼
掠
永
曝
漿
北
世
界
大
会
お
よ
び
平
和
行
進
に
積
極
納
に
参
加
す
る
。
原
水
禁
運
動
の
中
で
安
保
改
定
問
題
を
磁
心
κ
す
え
△
宣
伝
説
得
し
、
県

　
民
多
数
を
行
進
、
大
会
に
組
織
す
る
。

　
⑥
各
傘
下
団
体
の
独
自
の
活
動
を
強
化
し
、
お
五
識
の
連
絡
遊
園
密
に
す
る
。
日
中
国
交
回
復
・
朝
鮮
人
帰
国
運
動
・
日
越
友
好
運
動
、
旺
ソ
平
和
条
約

羅運
ﾂ
く
に
沖
縄
新
刑
法
反
鮒
に
つ
い
て
岐
安
保
政
定
阻
止
の
署
名
運
動
と
あ
わ
せ
適
署
名
運
動
を
濃
糊
す
三
「
福
岡
訟
評
」
第
三
二

　
な
お
、
・
共
闘
会
議
は
、
県
共
闘
会
議
、
各
地
区
共
闘
会
議
、
各
校
区
な
ら
び
に
各
町
村
別
共
闘
会
議
ま
で
を
つ
く
り
、
運
動
の
浸
透
を

は
か
る
こ
と
を
組
織
方
針
と
し
て
決
定
し
た
。
・
県
共
闘
会
議
の
役
員
構
成
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
　
　
’
・

議
　
　
長

副
議
長

　
　
〃

　
　
〃

　
　
〃

事
務
局
長

〃
次
長

常
任
幹
事

小
宮
市
太
郎
（
社
会
党
県
連
委
員
長
）
．

小
野
　
　
明
（
福
岡
県
総
評
議
長
）

橋
詰
又
一
郎
（
社
会
党
県
連
書
記
長
、
‘
現
在
民
社
）

大
渕
　
正
気
．
（
土
ハ
産
党
県
委
員
長
）

嶋
崎
　
　
譲
（
九
大
助
教
授
・
知
識
人
代
表
）

江
崎
　
・
一
淳
（
福
岡
県
総
評
事
務
局
長
）
　
・
・
－
・

斉
藤
　
　
幸
（
県
平
和
委
員
会
、
共
産
党
）

楢
崎
弥
之
助
（
社
会
党
県
連
）
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払酉開 説

幹

事

　　　　常
　　　　任
”　”　”幹
　　　　事

福
岡
県
に
お
け
る
安
保
共
闘
は
、

い
る
。
中
央
の
安
保
改
定
阻
止
国
民
会
議
が
、

の
場
合
は
地
区
共
闘
の
レ
ベ
ル
ま
で
こ
の
関
係
は
貫
か
れ
て
い
る

八
島
　
勝
磨
（
共
産
党
県
委
員
会
）

広
瀬
　
六
郎
（
福
岡
県
総
評
副
議
長
）

横
尾
万
之
助
（
県
地
協
、
福
岡
地
区
労
事
務
局
．
長
）

裏
辻
　
敦
子
（
子
供
を
守
る
会
）

参
加
団
体
各
｝
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
役
員
構
成
を
み
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
県
総
評
、
社
会
党
、
共
産
党
の
三
団
体
が
中
核
と
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
共
産
党
の
正
式
参
加
を
認
め
ず
、
オ
ブ
ザ
ー
。
バ
ー
に
と
ど
め
た
の
に
た
い
し
て
、
福
岡
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
表
1
）
。
　
社
共
と
県
総
評
（
地
区
労
）
の
協
力
を
軸
に
県
下
の
安
保

　
1
0
1
1
　
3
　
2
0
1
2
　
5
　
1
1
1
1
1
2
0
　
7
　
1
0
1
1
1
1
2
　
7
　
2
2

　
　
　
　
　
　
　
、
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二二役

労組1社会｝共産

うち労組
団副人員
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⊥
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1
　
　
1
↓
　
　
　
り
0

13

Q
4
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2
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ρ
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20，000
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娼
硲
3
3
2
0
　
皿 n

乙
　
　
n
乙
　
　
2
　
　
6
乙
　
　
ワ
砲
　
　
り
Q
　
　
3
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1
　
　
　
1
↓
　
　
－
↓
　
　
－
↓
　
　
1
　
　
1
⊥
　
　
り
4
　
　
　
　
8

り
◎
　
　
2
　
　
9
9
3
　
　
3
　
　
3
　
　
4
　
　
　
0

　
　
　
　
　
　
2

15，000

　　　900

1，100
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1，100

30，000
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37

U
1
1
1
4
1
5
9
2
8
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表1　安保地区共闘構成実態

数加参

団体1人員
地区共闘名

50，000

1，100

4，000

19500

56，600

蜘
9
把
，
η
柵
・

岡
山
紫
木

征
露
筑
甘

計

23，500

3，500

19，200

30，600

76，800

51

Q0

R5

Q5

@
餅

川
田
偽
首

田
山
嘉
直

計

179500

26，000

79500

10，000

71，000

209000

2，700

154，700

50

U5

R9

S2

T9

Q3

P2

290

油
倉
．
畑
松
幡
賀
橋

　
　
　
　
　
　
　
遠
行

　
　
　
　
　
　
　
間
都

門
小
戸
十
八
中
京

計

16，000

1，200

1，200

1，200

1，700

1，aoO

う5，000

78，200

45

P3

P4

P6

P8

P3

U1

@
㎜

米
川
川
女
市
羽
田

留
、
　
　
　
　
後
　
　
邑

久
柳
大
八
筑
浮
、
大

計

366，300774計合

60年安保闘争の福岡県での展開（衣笠）

共
闘
が
活
動
を
展
開
し
て
い
っ
た
点
に
た
い
し
て
、
そ
の
活
動
は
京
都
、
石
川
と
な
ら
ん
で
社
共
の
統
一
戦
線
運
動
に
先
進
的
経
験
を
つ

く
り
だ
し
た
と
い
う
評
価
が
あ
た
え
ら
れ
て
い
舞
・
福
岡
県
で
社
共
の
共
闘
を
つ
く
り
だ
し
た
条
件
を
つ
ぎ
に
み
て
み
よ
ケ
。

　
②
結
成
ま
で
の
経
緯
　
福
岡
に
お
け
る
安
保
共
闘
が
さ
き
に
の
べ
た
よ
う
な
構
成
で
結
成
さ
れ
た
事
情
を
考
え
る
と
き
に
は
、
少
な
く

と
も
次
の
四
つ
ほ
ど
の
条
件
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
一
つ
は
、
一
九
五
七
年
か
ら
五
八
年
一
月
に
か
け
て
の
福
岡
県
知
事
リ
コ

ー
ル
運
動
の
経
験
で
あ
る
。
県
庁
汚
職
事
件
に
端
を
発
し
て
土
屋
県
政
汚
職
糾
明
県
民
協
議
会
（
県
民
協
）
が
、
五
七
年
四
月
二
二
日
に
結

成
さ
れ
た
。
県
民
協
に
は
、
県
総
評
、
全
労
、
地
区
労
、
社
会
党
、
共
産
党
、
税
制
改
革
協
議
会
（
中
小
企
業
の
革
新
組
織
）
、
部
落
解
放
同

盟
、
県
青
年
婦
人
会
議
、
子
供
を
守
る
会
、
中
立
労
紅
な
ど
が
参
加
し
た
。
九
月
二
〇
日
、
県
民
協
は
土
屋
知
事
リ
コ
ー
ル
運
動
本
部
（
本

部
長
小
宮
市
太
郎
社
会
党
県
連
委
員
長
）
へ
と
改
組
さ
れ
た
。
　
リ
コ
ー
ル
運
動
本
部
は
、
二
万
七
、
〇
九
〇
人
の
署
名
収
集
人
を
組
織
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
＝
月
九
日
の
リ
コ
L
ル
宣
言
の
あ
と
全
県
下
で
リ
コ
ー
ル
運
動
を
展
開
し
た
。
こ
の
リ
コ
ー
ル
運
動
は
、
地
区
労
を

42　（2－3　●85）　231



論 説

基
盤
に
社
共
を
ふ
く
む
す
べ
て
の
革
新
紅
織
の
結
集
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
穐
社
会
党
・
地
区
労
（
県
総
評
）
主
導
の
も
と
に
共
産
党
ど

⑳
共
闘
が
リ
コ
ー
ル
運
動
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
第
二
は
、
勤
評
反
対
地
域
共
闘
の
経
験
で
あ
る
。
福
岡
県
に
お
け
る
勤
評
反
対
闘
争
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
（
4
）

五
八
年
初
頭
よ
か
六
〇
年
三
月
に
わ
た
っ
て
展
開
さ
れ
た
。
五
八
年
二
月
一
四
日
福
岡
県
春
闘
共
闘
会
議
は
、
勤
評
反
対
の
地
域
共
闘
組

織
を
リ
コ
ー
ル
運
動
の
居
住
地
組
織
を
基
盤
に
確
立
す
る
方
針
を
う
ち
だ
し
、
福
教
組
も
三
月
二
四
日
の
県
評
議
員
会
で
地
区
労
を
中
核

と
す
る
地
域
共
闘
の
下
に
校
区
、
町
村
別
の
共
闘
組
織
を
つ
く
り
あ
げ
る
方
針
を
決
定
し
実
行
に
う
つ
し
た
。
と
ぐ
に
、
五
八
年
五
月
県

教
育
委
員
会
が
「
勤
評
規
則
」
の
制
定
を
強
行
し
て
以
降
、
評
定
書
提
出
阻
止
の
運
動
が
地
教
委
に
集
中
さ
れ
、
，
五
八
年
夏
秋
か
ら
五
九

年
の
春
に
か
け
て
地
域
共
闘
の
支
援
の
も
と
に
教
組
の
勤
評
反
対
闘
争
が
激
し
く
展
開
さ
れ
た
。
・
第
三
は
、
警
察
官
職
務
執
行
法
改
正
反

対
共
闘
会
議
の
経
験
で
あ
る
。
一
九
五
八
年
一
〇
月
岸
内
閣
は
突
如
と
し
て
警
察
官
職
務
執
行
法
（
以
下
「
警
職
法
」
と
略
称
）
の
改
正
を

ケ
ち
だ
し
た
。
一
〇
月
一
三
日
警
職
法
改
悪
反
対
国
民
会
議
が
中
央
で
組
織
さ
れ
た
が
、
こ
の
会
議
は
全
労
、
新
産
別
と
の
共
闘
の
た
め

共
産
党
と
全
学
連
と
め
共
闘
の
排
除
を
決
め
た
。
福
岡
県
で
は
社
会
党
、
総
評
、
全
労
、
全
農
農
の
四
団
体
が
発
起
人
と
な
っ
て
一
〇
月

一
八
日
警
職
法
改
悪
反
対
福
岡
県
共
闘
会
議
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
　
こ
の
会
議
に
共
産
党
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
た
。
甲
警
職

法
反
対
の
全
国
統
一
行
動
は
、
福
岡
で
は
教
組
の
勤
評
反
対
闘
争
（
評
定
書
提
出
阻
止
闘
争
）
と
結
合
し
て
展
開
さ
れ
た
点
に
特
徴
が
あ
っ

た
。
第
四
は
、
露
量
県
知
事
選
挙
を
め
ぐ
っ
て
の
社
共
協
力
の
問
題
で
あ
る
。
リ
コ
ー
ル
署
名
が
選
挙
管
理
委
員
会
の
審
査
の
過
程
で
不

成
立
と
さ
れ
、
革
新
の
側
は
五
九
年
四
月
の
知
事
選
に
す
べ
て
を
か
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
だ
が
五
九
年
忌
一
月
に
入
っ
て
も
知
事
候

補
は
な
か
な
か
決
ま
ら
な
か
っ
た
。
鵜
崎
氏
を
推
す
総
評
、
社
会
党
左
派
と
、
幽
稲
富
良
人
氏
を
推
す
全
労
、
全
日
農
、
社
会
党
右
派
と
の

対
立
抗
争
は
熾
烈
で
、
蕊
月
一
六
日
社
会
党
県
連
執
行
委
員
会
は
深
夜
ま
で
か
か
り
、
　
や
っ
と
鵜
崎
氏
を
公
認
候
補
と
決
定
し
た
。
　
だ

が
、
全
日
農
は
こ
れ
を
不
満
と
し
て
一
月
一
八
日
”
鵜
崎
候
補
支
持
せ
ず
”
の
爆
弾
声
明
を
発
表
す
る
有
様
で
、
社
会
党
内
部
の
対
立
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

候
補
決
定
後
も
尾
を
ひ
い
た
。
社
会
党
の
選
挙
体
制
は
、
全
労
、
全
日
農
の
支
持
を
も
つ
稲
富
氏
を
鵜
崎
候
補
の
選
挙
事
務
長
に
す
え
た
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三
月
に
入
っ
て
、
や
っ
と
と
と
の
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
社
会
党
の
左
右
の
内
部
対
立
の
な
か
で
、
共
産
党
は
二
月
二
三
日
福
岡
県
知
事
選

挙
の
問
題
で
社
会
党
と
会
談
し
、
　
「
社
会
党
公
認
の
鵜
崎
氏
を
一
致
し
て
推
せ
ん
し
、
全
民
主
団
体
と
と
も
に
全
力
を
あ
げ
て
闘
う
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

の
共
同
声
明
を
発
表
し
、
知
事
候
補
田
代
文
久
氏
の
出
馬
を
断
念
し
た
。
福
岡
県
の
安
保
共
闘
の
結
成
を
考
え
る
と
き
、
そ
れ
は
全
労
、

全
日
農
と
の
共
闘
を
軸
に
共
産
党
を
排
除
す
る
警
職
法
改
悪
阻
止
共
闘
会
議
の
延
長
線
上
に
は
な
く
、
リ
コ
L
ル
運
動
か
ら
知
事
選
に
か

け
て
県
総
評
や
地
公
労
三
組
合
（
福
教
組
、
高
教
組
、
手
職
組
）
が
社
会
党
左
派
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
、
全
労
や
社
会
党
右
派
と
対
立
す
る

な
か
で
、
共
産
党
と
の
共
闘
を
容
認
し
て
い
く
と
い
う
福
岡
県
の
政
治
構
造
に
由
来
す
る
も
の
と
言
え
る
ゆ
総
評
と
全
労
と
の
敵
対
関
係

（
総
評
系
組
合
か
ら
の
第
二
組
合
結
成
で
全
労
が
組
織
拡
大
を
お
こ
な
っ
て
き
た
と
い
う
関
係
）
を
基
底
と
す
る
社
会
党
内
左
右
の
対
立
を
軸
に
、

総
評
－
社
会
党
左
派
と
共
産
党
と
の
共
闘
が
、
リ
コ
ー
ル
運
動
と
知
事
選
挙
の
延
長
線
上
に
安
保
共
闘
と
し
て
結
実
す
る
。

　
県
安
保
共
闘
の
母
胎
と
な
る
「
平
和
と
民
主
主
義
を
ま
も
る
福
岡
県
民
会
議
」
を
構
想
し
て
五
九
年
二
月
二
八
日
に
開
か
れ
た
「
安
保

破
棄
、
核
武
装
阻
止
、
日
中
国
交
回
復
福
岡
県
民
大
会
」
は
、
社
会
党
、
共
産
党
、
県
総
評
、
平
和
委
員
会
の
四
団
体
の
よ
び
か
け
で
お

こ
な
わ
れ
、
警
職
法
の
と
き
の
よ
う
に
全
労
や
全
a
農
が
よ
び
か
け
団
体
か
ら
は
ず
れ
て
い
る
。
こ
の
大
会
で
「
平
和
と
民
主
主
義
を
ま

も
る
県
民
会
議
」
を
組
織
す
る
方
針
が
確
認
ざ
れ
、
会
長
に
鵜
崎
氏
が
推
さ
れ
て
い
る
。
中
央
の
安
保
改
定
阻
止
国
民
会
議
の
結
成
（
五

九
年
三
相
二
八
日
半
、
に
呼
応
し
て
五
九
年
四
月
九
日
安
保
共
闘
第
一
回
準
備
会
が
開
か
れ
、
二
五
日
の
第
二
回
準
備
会
で
世
話
人
会
が
選

出
さ
れ
、
噛
こ
の
世
話
人
会
が
六
月
五
日
の
県
安
保
共
闘
の
結
成
の
中
心
に
な
る
が
、
げ
こ
こ
で
も
世
話
人
団
体
に
社
会
党
う
共
産
党
、
県
総

評
、
平
和
委
員
会
が
名
を
連
ね
て
い
る
。

（
－
）

（
2
）

こ
の
間
の
事
情
に
つ
い
て
は
水
口
宏
三
・
前
掲
書
二
一
～
三
〇
頁
、

参
照
。

福
富
文
哉
・
前
掲
論
文
。

小
林
徹
「
安
保
書
影
の
経
験
」
　
（
論
歴
史
評
論
』
一
九
六
九
年
六
月
号
Y
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（
3
）
福
岡
県
知
事
リ
コ
ー
ル
運
動
に
つ
い
て
は
、
嶋
崎
譲
・
衣
笠
「
福
岡
県
知
事
リ
コ
ー
ル
運
動
と
総
選
挙
」
　
（
『
中
央
公
論
』
昭
和
三
三
年
七
月

　
　
号
）
参
照
。

（
4
）
福
岡
県
に
お
け
る
勤
評
反
対
闘
争
に
つ
い
て
は
福
岡
県
教
職
員
組
合
編
『
福
岡
県
教
組
二
〇
年
』
　
（
労
働
旬
報
社
、
一
九
七
〇
年
九
月
）
第
二

　
　
逸
事
一
章
、
お
よ
び
福
岡
県
高
等
学
校
教
職
員
組
合
編
『
福
岡
県
高
教
組
二
〇
年
の
あ
ゆ
み
』
　
（
労
働
旬
報
社
、
一
九
六
九
年
一
二
月
）
第
二

　
　
篇
第
一
章
、
第
二
章
参
照
。

（
5
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
嶋
崎
・
衣
笠
「
福
岡
県
知
事
選
挙
の
意
味
す
る
も
の
」
　
（
『
中
央
公
論
』
昭
和
三
四
年
六
月
号
）
参
照
。

（
6
）
　
「
西
日
本
新
聞
」
昭
和
三
四
年
二
月
二
四
日
。
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二
　
安
保
共
闘
の
組
織
化
の
過
程

　
ω
地
区
共
闘
の
結
成
　
福
岡
県
で
は
地
区
戸
戸
闘
は
地
区
労
を
基
盤
に
結
成
さ
れ
て
い
る
点
に
特
徴
が
あ
る
。
県
安
保
共
闘
の
結
成
（
五

九
年
六
月
五
日
）
か
ら
安
保
第
五
次
統
一
行
動
（
五
九
年
八
月
六
日
）
ま
で
の
間
に
、
小
倉
、
八
幡
、
若
松
、
戸
畑
、
山
田
、
田
川
、
直
鞍
、

嘉
飯
、
福
岡
、
久
留
米
、
筑
後
、
大
牟
田
の
一
二
地
区
で
地
区
共
闘
が
結
成
さ
れ
、
　
大
牟
田
市
、
小
倉
市
、
田
川
市
、
稲
築
町
、
　
赤
池

町
、
宮
田
町
の
議
会
で
は
安
保
改
定
反
対
が
決
議
さ
れ
、
福
岡
市
議
会
で
は
核
武
装
反
対
、
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
支
持
、
沖
縄
死
刑
法

反
対
が
決
議
さ
れ
た
。
八
月
末
に
は
県
下
二
八
地
区
の
う
ち
一
八
地
区
に
共
闘
会
議
が
結
成
さ
れ
、
九
月
八
日
の
全
国
第
六
次
統
一
行
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

の
時
期
に
は
地
区
共
闘
は
二
五
に
ま
で
拡
大
し
た
。
最
終
的
に
は
地
区
共
闘
は
二
七
地
区
で
結
成
さ
れ
、
地
域
の
安
保
闘
争
の
担
い
手
と

な
っ
て
い
く
。
地
区
共
闘
の
組
織
化
は
一
九
五
九
年
の
八
月
末
か
ら
九
月
は
じ
め
に
は
ほ
ぼ
終
了
し
、
こ
の
地
区
共
闘
を
、
北
九
州
、
筑

豊
、
福
岡
、
筑
後
の
四
ブ
ロ
ッ
ク
に
統
合
し
て
い
く
作
業
も
同
時
に
完
了
す
る
。

　
②
校
区
・
町
村
共
闘
の
結
成
　
地
区
共
闘
の
組
織
が
結
成
さ
れ
る
と
、
さ
ら
に
市
で
は
校
区
、
郡
で
は
町
村
を
単
位
と
す
る
安
保
共
闘

の
組
織
化
が
展
開
さ
れ
て
い
っ
た
。
校
区
で
の
安
保
共
闘
組
織
化
の
典
型
は
、
大
牟
田
市
と
福
岡
市
で
あ
っ
た
。
大
牟
田
で
は
、
大
牟
田
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表2　県下安保共闘組織状況

（1960．3．26現在）

地区共闘熱帯固団校区i三州協1計

北
九
ブ
ロ
ッ
ク

福
岡
ブ
ロ
ッ
ク

筑
後
ブ
ロ
ッ
ク

筑
豊
ブ
ロ
ッ
ク

門
小
戸
八
二
遠
行

司
倉
畑
幡
松
賀
橋

福
二
筑
糸
二
二
宗

岡
屋
門
島
木
賀
像

久留
大牟

八
筑
柳
瀬
大
浮

米
田
女
後
川
高
川
羽

田
直
嘉
稲
山

二
士
飯
築
田

－
↓
璽
↓
雪
↓
1
1
↓
－
↓
－
↓

2
1

0
0
F
O
F
O

1

3
－
⊥
－

－
占
4
6
ハ
0
ワ
臼
7
層
2

　
1

　1
　1
　1
1（準備中）

　1
　1
　1

3

1

26

5

5 1

Ω
9
4
1
1
1
ゐ
1
7

3

Q
ソ
リ
0

　
2

1

ー
ウ
臼

－
↓
■
↓
－
↓
1
1

6
◎
P
O
1

　
　
1
＊
0

　
5

（
U
ハ
O

F
◎
3

－
↓
り
0

1

噌
↓
「
U
n
乙
噌
⊥
－

（
0
4
1
　
5

計 1　　27
（準備中1） 81　　172　　13 4 297

註）1．「第13回安保共闘拡大幹事会報告」より．
　　2．＊山田の町村共闘50という数字はミス・プリントと思われる．この
　　　山田市の町村共闘50を差引いた数字，町村共闘の県計31，県安保共
　　　闘総計247が実際の数字だと思われる．
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地
区
労
働
組
合
評
議
会
（
大
地
評
）
の
指
導
の
下
に
、
傘
下
の
労
働
者
、
革
新
商
店
連
盟
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
リ
コ
ー
ル
運
動
の
と
き

説　
　
に
校
区
連
絡
協
議
会
を
全
市
に
組
織
し
た
が
ハ
こ
れ
を
基
盤
に
校
区
共
闘
へ
の
組
織
化
が
と
り
く
ま
れ
た
。
大
牟
田
の
校
区
共
闘
が
リ
コ

論　
　
ー
ル
運
動
の
組
織
の
活
用
を
基
本
に
し
た
整
然
た
る
も
の
で
あ
る
の
に
た
い
し
て
、
．
福
岡
市
の
校
区
共
闘
の
組
織
化
は
ど
ち
ら
か
と
い
え

　
　
ば
地
区
労
の
手
を
は
な
れ
て
校
区
の
熱
心
な
活
動
家
た
ち
が
中
心
と
な
り
、
校
区
の
特
性
に
対
応
し
た
多
様
な
形
で
歩
み
は
じ
め
た
と
い

　
　
え
る
。
六
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
、
箱
崎
、
馬
出
、
花
畑
校
区
で
は
町
民
大
会
を
開
催
し
、
そ
れ
ぞ
れ
約
三
〇
〇
名
が
集
っ
て
安
保
改
定

　
　
阻
止
・
廃
止
を
決
議
し
、
堅
粕
、
高
取
、
草
ヶ
江
、
小
笹
、
百
道
、
井
尻
な
ど
の
校
区
で
は
研
究
会
、
懇
談
会
な
ど
が
組
織
さ
れ
、
街
頭

　
　
署
名
を
お
こ
な
っ
た
り
、
原
校
区
で
ば
映
画
と
講
演
の
タ
ベ
を
催
し
た
り
し
な
が
ら
、
地
域
を
基
盤
と
す
る
運
動
を
展
開
し
、
五
九
年
の

　
　
九
月
に
は
校
区
連
絡
会
議
を
組
織
化
す
る
ま
で
に
な
っ
て
い
璽
町
村
共
闘
の
典
型
は
田
川
地
区
で
、
地
区
内
の
唐
薯
組
織
化
に
と

　
　
り
く
む
一
方
郡
内
の
八
町
村
に
共
闘
会
議
を
つ
く
る
だ
け
で
は
な
く
、
田
川
市
郡
の
小
学
校
校
区
単
位
に
ま
で
組
織
の
網
を
拡
大
し
て
い

　
　
（
3
）

　
　
る
。
表
2
は
、
県
下
の
安
保
共
闘
の
組
織
化
の
状
況
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
校
区
・
町
村
レ
ベ
ル
で
の
共
闘
の
組
織
化
に
は
相
当
の
不

　
　
均
衡
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
く
に
、
筑
後
の
農
村
や
筑
紫
・
糸
島
・
甘
木
・
朝
倉
・
筑
上
臥
豊
前
な
ど
の
農
村
地
区
、
門
司
・
若
松
・

　
　
八
幡
な
ど
北
九
州
工
業
地
帯
で
の
取
組
み
の
お
く
れ
が
、
悪
銀
地
の
筑
豊
や
大
牟
田
地
区
で
の
取
り
く
み
の
前
進
ど
対
照
的
で
あ
る
。
と

　
　
は
い
え
、
町
村
・
校
区
あ
わ
せ
て
二
〇
〇
を
上
回
る
共
闘
組
織
が
県
下
に
六
〇
年
三
月
ま
で
に
つ
く
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
か
っ
て
な

　
　
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
安
保
問
題
に
た
い
す
る
地
域
住
民
の
関
心
の
強
さ
、
運
動
の
地
域
へ
の
定
着
性
を
そ
こ
に
見
る
思
い
が
す
る
。

　
　
　
侮
職
場
で
の
安
保
共
闘
の
組
織
化
　
福
岡
県
で
の
安
保
共
闘
の
組
織
化
を
み
る
と
き
、
見
落
と
し
て
な
ら
な
か
の
が
、
職
場
レ
ベ
ル
で

　
　
の
安
保
共
闘
会
議
の
組
織
化
で
あ
る
。
こ
の
典
型
は
、
日
炭
山
目
同
松
労
組
内
の
安
保
改
定
阻
止
坑
口
共
闘
委
員
会
（
「
坑
ロ
共
闘
」
）
で
あ
る
。

　
　
日
炭
高
松
に
は
一
坑
、
鉱
坑
、
三
坑
と
三
つ
坑
口
が
あ
り
、
組
合
組
織
も
、
一
身
支
部
、
三
宝
支
部
、
三
二
支
部
と
い
う
形
態
を
と
っ
て

　
　
い
惹
伽
ζ
の
日
炭
高
松
の
÷
坑
で
安
保
共
闘
の
組
織
が
活
動
家
土
手
で
結
成
さ
れ
、
組
舎
の
教
宣
だ
け
で
．
は
な
ぐ
安
保
共
闘
独
自
の
手
で
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教
宣
や
署
名
活
動
が
展
開
さ
れ
、
組
合
員
だ
け
で
は
な
く
、
炭
婦
協
の
主
婦
の
中
に
ま
で
も
活
動
塚
の
組
織
化
を
追
求
し
、
職
場
か
ら
ゼ

ネ
ス
ト
を
う
て
る
体
制
の
確
立
を
は
か
っ
た
。
一
稼
で
の
こ
の
よ
う
な
動
き
は
、
’
二
坑
、
三
障
へ
と
拡
が
り
、
三
つ
の
坑
口
で
の
安
保
共

闘
が
つ
く
り
あ
げ
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
は
、
県
下
全
体
に
は
波
及
し
え
な
か
っ
た
。
安
保
闘
争
の
展
開
が
労
働
組
合
の
レ
ベ
ル
で

展
開
さ
れ
る
以
上
、
　
労
働
組
合
と
は
別
に
安
保
共
闘
を
つ
く
り
だ
す
必
要
を
感
じ
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
。
　
丁
場
高
松
一
坑
支

部
に
は
、
社
会
党
お
よ
び
共
産
党
の
活
動
家
が
数
多
く
い
た
。
そ
の
活
動
家
た
ち
が
労
働
組
合
の
教
宣
や
行
動
を
大
切
に
し
な
が
ら
も
、

組
合
員
と
と
も
に
更
に
一
歩
前
に
進
も
う
と
し
て
坑
口
共
闘
を
つ
く
っ
た
意
味
は
、
政
党
と
労
働
組
合
の
関
係
を
考
え
る
ば
あ
い
に
貴
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
》

な
問
題
提
起
だ
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
と
も
あ
れ
、
県
下
の
安
保
共
闘
の
組
織
化
は
、
地
区
か
ら
校
区
・
町
村
、
あ
る
い
は
職
場
へ
と
ま
さ
に
理
想
的
な
姿
を
と
っ
て
展
開
さ

れ
て
行
く
。
リ
コ
ー
ル
運
動
や
勤
評
反
対
地
域
共
闘
、
さ
ら
に
は
知
事
選
対
の
活
動
な
ど
を
つ
う
じ
て
、
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か
わ

ら
ず
地
域
活
動
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
福
岡
県
の
革
新
勢
力
は
、
一
九
五
八
年
以
降
の
中
小
炭
鉱
の
閉
山
に
よ
る
失
業
者
の
生
活
防
衛
運
動
、

五
九
年
以
降
の
大
手
炭
鉱
を
対
象
と
す
る
「
十
万
人
用
人
員
整
備
」
の
閉
山
・
合
理
化
に
反
対
す
る
運
動
の
な
か
で
、
更
に
地
域
で
の
活

動
を
多
面
的
に
要
求
さ
れ
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
地
区
か
ら
町
村
・
校
区
の
レ
ベ
ル
に
ま
で
安
保
共
闘
を
組
織
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
な

っ
た
と
言
え
る
。

（
－
）
安
保
条
約
改
定
阻
止
廃
止
福
岡
県
共
闘
会
議
「
第
九
回
安
保
拡
大
幹
事
会
討
議
資
料
」
　
（
一
九
五
洗
．
一
二
．
二
六
）
第
七
頁
。

（
2
）
箱
崎
地
区
安
保
条
約
改
定
阻
止
実
行
委
員
会
「
安
保
改
定
阻
止
実
行
委
員
会
ニ
ュ
ー
ス
」
翫
2
（
一
九
五
九
．
一
〇
一
一
）
。

（
3
）
福
岡
県
安
保
共
闘
が
主
催
し
た
安
保
改
定
阻
止
福
岡
県
活
勧
者
大
会
（
一
九
五
九
年
一
二
月
六
日
福
岡
市
教
育
会
館
に
ご
一
六
団
体
三
五
℃
名

　
　
参
加
）
で
の
田
川
地
区
共
闘
の
報
告
（
『
安
保
改
定
阻
止
福
岡
県
活
動
者
大
会
報
告
書
』
九
～
一
〇
頁
）
。

（
4
）
　
「
我
々
は
安
保
改
訂
阻
止
坑
口
共
闘
委
員
会
を
社
会
党
、
共
産
党
を
中
心
に
し
て
一
坑
、
二
坑
、
三
坑
に
組
織
し
て
闘
っ
て
い
る
。
我
々
の
経
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論説

験
で
感
ず
る
こ
と
は
、
県
共
闘
、
総
評
、
組
倉
中
執
な
ぜ
よ
り
闘
う
指
令
が
一
本
下
り
て
き
て
も
そ
れ
だ
け
で
は
閥
い
が
組
ま
れ
な
い
。
特
に

安
保
闘
争
は
指
令
だ
け
で
は
、
そ
れ
が
ど
ん
な
に
秀
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
闘
え
な
い
。
問
題
は
下
で
こ
れ
を
ガ
ッ
チ
リ
受
け
と
め
る
体
勢
を

つ
く
る
活
動
家
が
必
要
で
あ
り
、
活
動
家
を
育
て
る
活
動
が
ど
う
し
て
も
必
要
と
な
っ
て
く
る
。
職
場
・
生
産
点
に
お
け
る
熱
心
な
活
動
な
ル

に
は
安
保
は
闘
え
な
い
。
特
に
年
末
手
当
と
絡
ん
だ
闘
争
な
ら
今
で
も
何
と
か
や
れ
ぬ
こ
と
は
な
い
が
、
安
保
一
本
で
闘
う
と
な
れ
ば
『
安
保

だ
け
で
ゼ
ネ
ス
ト
』
と
な
れ
ば
こ
の
こ
と
は
決
定
的
に
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
く
る
。
職
場
の
一
人
一
人
が
本
当
に
自
分
で
立
ち
上
が
る
自
覚

が
基
礎
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
で
安
保
共
闘
組
織
は
ト
リ
デ
で
あ
る
。
坑
口
共
闘
は
組
合
の
専
有
物
で
は
な
い
」
（
安
保
改
定
阻
止
福
岡

県
活
動
者
大
会
で
の
日
炭
高
松
坑
ロ
共
闘
代
表
の
報
告
『
同
報
告
書
』
九
頁
）
。
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三
　
福
岡
県
下
の
運
動
展
開
の
特
色

　
福
岡
県
下
に
お
け
る
安
保
闘
争
の
展
開
は
、
五
九
年
六
月
二
五
日
の
第
三
次
全
国
統
一
・
行
動
か
ら
だ
と
言
っ
て
も
よ
い
。
こ
の
統
一
行

動
に
は
全
国
響
町
〇
〇
ヵ
所
で
一
六
〇
万
人
が
参
加
し
た
が
、
県
下
で
は
約
二
〇
万
人
が
統
一
行
動
に
参
加
し
、
街
頭
デ
モ
に
参
加
し
た

人
数
も
二
万
五
千
人
に
達
し
た
。
県
下
の
安
保
闘
争
は
、
こ
の
第
三
次
統
一
行
動
を
と
お
し
て
大
衆
的
行
動
の
形
態
を
は
っ
き
り
と
示
し
・

は
じ
め
た
。
第
四
次
統
一
行
動
（
七
月
二
五
日
×
第
五
次
統
一
行
動
（
八
月
六
日
）
を
経
て
、
九
月
八
日
の
第
六
次
統
一
行
動
の
中
で
福
岡

県
の
運
動
は
更
に
大
き
な
前
進
を
示
し
た
。
第
六
次
全
国
統
一
行
動
は
、
勤
評
闘
争
と
安
保
闘
争
と
が
結
合
さ
れ
て
闘
わ
れ
た
。
こ
の
行

動
に
は
全
国
で
約
三
〇
〇
ヵ
所
、
約
一
五
〇
万
人
が
参
加
し
た
が
、
　
県
安
保
共
闘
は
運
動
を
県
下
全
域
に
ひ
ろ
げ
る
た
め
、
、
各
地
区
共

闘
が
一
斉
に
行
動
を
起
こ
す
こ
と
を
主
要
な
方
針
と
し
、
二
五
の
地
区
共
闘
を
単
位
に
大
衆
集
会
、
講
演
会
、
自
転
車
デ
モ
な
ど
を
組
織

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

し
、
約
二
五
万
人
の
参
加
を
実
現
し
た
。
全
国
統
一
行
動
の
県
下
で
の
発
農
を
順
を
お
っ
て
記
述
す
る
こ
と
は
紙
数
の
関
係
も
あ
っ
て
で

き
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
県
下
の
安
保
闘
争
の
展
開
の
な
か
で
特
徴
的
と
思
わ
れ
る
点
を
い
く
つ
か
と
り
あ
げ
て
み
た
い
。

　
ω
「
最
高
限
実
力
行
使
決
議
」
の
集
約
　
福
岡
県
安
保
共
闘
は
、
八
月
二
〇
日
に
開
か
れ
た
第
三
回
拡
大
常
任
幹
事
会
で
次
の
よ
う
な
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ハ
　
　

方
針
を
う
ち
だ
し
た
。
’

　
　
「
安
保
条
約
を
阻
止
し
、
廃
止
す
る
力
は
地
域
職
場
に
お
け
る
労
働
者
階
級
を
先
頭
と
し
た
統
一
行
動
に
よ
る
実
力
行
使
に
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
十
月
調

　
印
を
阻
止
す
る
た
め
に
、
ス
ト
、
デ
モ
、
大
小
の
集
会
、
抗
議
、
地
方
議
会
の
決
議
、
中
央
議
会
へ
の
要
請
な
ど
を
含
あ
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
つ
く
し
て

　
闘
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
当
面
、
十
月
を
目
指
し
、
最
高
限
実
力
行
使
体
制
の
確
立
に
向
っ
て
全
力
を
あ
げ
、
ゼ
ネ
ス
ト
を
も
可
能
と
す
る
方
向
に

　
闘
争
を
最
大
限
に
も
り
あ
げ
る
必
要
が
あ
る
。

　
　
具
体
的
に
は
県
共
闘
で
『
決
議
文
』
を
印
刷
し
、
あ
ら
ゆ
る
団
体
、
職
場
、
サ
ー
ク
ル
に
下
し
、
」
『
決
議
文
』
の
内
容
、
決
議
表
明
に
関
す
る
討
議
を

　
捲
き
お
こ
し
、
　
『
実
力
行
使
に
よ
る
阻
止
』
決
意
表
明
を
指
導
す
る
。

　
　
　
『
決
議
文
』
は
県
共
闘
に
集
約
し
、
中
央
の
実
力
行
使
体
制
を
強
力
に
援
助
す
る
。
」

　
こ
の
決
定
に
し
た
が
い
、
県
安
保
共
闘
は
九
月
一
日
に
県
下
各
共
闘
会
議
を
通
じ
て
諸
単
産
な
ら
び
に
諸
団
体
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
決
議

文
を
配
布
し
た
。

　
安
保
条
約
の
改
定
に
反
対
し

　
　
　
　
私
達
は
決
議
し
ま
、
す

現
在
、
岸
自
民
党
政
府
が
実
施
し
よ
う
と
し
て
い
る
安
保
条
約
の
改
定
は
、
日
本
国
民
を
ア
メ
リ
カ
の
防
衛
の
た
め
の
原
子
戦
争
に
ま
き
こ
む
も

の
で
あ
り
、
こ
れ
は
戦
争
放
棄
を
明
記
し
た
日
本
国
憲
法
に
違
反
し
核
武
装
、
海
外
派
兵
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
す
。

そ
し
て
ま
た
、
こ
の
改
定
は
警
職
法
の
復
活
、
労
働
運
動
を
始
め
と
す
る
民
主
的
な
運
動
の
弾
圧
、
首
切
り
、
企
業
合
理
化
、
民
主
的
教
育
の
破

壊
な
ど
、
暗
い
、
苦
し
い
戦
争
の
道
に
つ
づ
い
て
い
ま
す
。

私
達
は
こ
の
よ
う
な
危
険
な
道
に
、
日
本
国
民
を
追
い
こ
め
て
い
く
安
保
条
約
の
改
定
を
絶
対
に
許
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
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こ
の
十
月
に
、
岸
自
民
党
政
府
は
、
全
国
民
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
安
保
条
約
を
改
定
し
、
そ
れ
に
調
印
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

私
達
は
、
日
本
民
族
の
運
命
を
左
右
し
、
私
達
の
明
日
の
生
活
を
破
滅
に
導
び
こ
う
と
し
て
い
る
こ
の
重
大
な
事
態
に
際
し
、
あ
く
ま
で
こ
の
安

保
改
定
に
反
対
す
る
た
め
に
、
ま
た
私
達
の
要
求
で
あ
る

　
『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』

を
貫
徹
す
る
た
め
に
、
最
高
限
の
実
力
行
使
を
阻
止
す
る
決
意
の
あ
る
こ
と
を
決
議
し
ま
す
。

（
ま
た
各
職
場
で
こ
の
決
意
を
支
持
し
ま
す
）

　
　
昭
和
三
十
四
年
　
　
月
　
　
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
住
　
　
　
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
団
　
体
　
名
　
　
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
代
表
者
氏
名
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（
3
）

　
こ
の
決
議
は
、
九
月
二
七
日
現
在
で
一
六
〇
団
体
、
最
終
的
に
は
七
一
〇
の
団
体
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
勤
評
闘
争
を
闘
っ
て
い
る
福
教

組
で
は
一
一
〇
の
分
会
で
こ
の
決
意
表
明
が
お
こ
な
わ
れ
た
し
、
地
域
で
は
田
川
な
ど
の
筑
豊
ブ
ロ
ッ
ク
で
も
っ
と
も
徹
底
し
た
職
場
決

議
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
こ
の
運
動
は
、
九
月
一
六
日
の
安
保
共
闘
第
二
回
全
国
代
表
者
会
議
で
非
常
に
高
い
評
価
を
う
け
、
全
国
の
安
保

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

闘
争
に
た
い
し
て
先
進
的
役
割
を
果
た
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　
福
岡
県
安
保
共
闘
が
こ
の
よ
う
な
方
針
を
う
ち
だ
し
た
背
景
に
は
、
国
鉄
志
免
炭
鉱
の
売
山
反
対
闘
争
、
大
牟
田
、
筑
豊
に
お
け
る
炭

鉱
合
理
化
反
対
闘
争
や
、
筑
豊
に
お
け
る
失
業
者
の
闘
争
、
教
組
の
勤
評
反
対
闘
争
が
、
県
下
で
実
力
行
使
を
と
も
な
う
強
力
な
形
態
で

展
開
さ
れ
、
そ
の
運
動
が
安
保
体
制
と
の
か
か
わ
り
を
意
識
す
る
ま
で
に
安
保
闘
争
と
の
結
合
を
強
め
て
き
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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②
九
州
拠
点
の
統
一
行
動
と
の
か
か
わ
り
　
福
岡
県
安
保
共
闘
の
中
心
が
総
評
系
組
合
に
あ
る
こ
と
は
、
表
1
を
み
て
も
明
ら
か
で
あ

る
。
福
岡
県
総
評
加
盟
組
合
の
中
心
が
炭
労
、
福
教
組
、
国
鉄
労
組
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
時
期
の
県
総
評
の
役
員
構
成
を
み
れ
ば
明
ら

か
で
あ
る
。
議
長
に
福
教
組
、
副
議
長
に
国
鉄
、
事
務
局
長
（
専
従
）
に
炭
労
か
ら
配
置
さ
れ
て
い
る
。
県
下
の
安
保
闘
争
は
、
五
九
年

秋
の
炭
労
の
合
理
化
反
対
、
国
鉄
志
免
鉱
業
所
鯉
山
反
対
、
教
組
の
勤
評
反
対
の
闘
争
と
深
い
か
か
わ
り
を
も
た
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
。

　
中
央
総
評
は
、
炭
労
の
合
理
化
反
対
闘
争
を
軸
に
安
保
闘
争
の
全
国
的
な
も
り
あ
げ
を
は
か
る
と
い
う
秋
期
闘
争
の
方
針
を
、
五
九
年

九
月
一
八
日
の
評
議
員
会
で
決
定
し
、
具
体
的
に
は
北
九
州
、
北
海
道
な
ど
に
拠
点
闘
争
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
方
針

を
う
け
て
九
月
一
二
日
福
岡
市
で
九
州
拠
点
ブ
ロ
ッ
ク
共
闘
会
議
（
以
下
「
九
州
拠
点
」
と
略
称
）
が
、
　
全
国
単
産
の
下
部
組
織
お
よ
び
福

岡
、
佐
賀
、
長
崎
の
各
県
総
評
の
参
加
の
も
と
に
設
置
さ
れ
た
。
福
岡
県
総
評
は
、
九
州
拠
点
の
事
務
局
を
兼
任
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
九
州
拠
点
は
、
炭
労
・
国
鉄
志
免
の
問
題
や
筑
豊
の
失
業
者
の
運
動
を
中
心
に
安
保
闘
争
と
の
結
合
を
強
め
る
方
向
で
、
安
保
の
全
国

統
一
行
動
を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
九
州
拠
点
独
自
の
統
一
行
動
を
五
九
年
一
〇
月
か
ら
年
末
に
か
け
て
九
回
に
わ
た
っ
て
組
織
し
た
。
県

下
の
安
保
闘
争
は
九
州
拠
点
の
統
一
行
動
へ
の
参
加
を
と
お
し
て
炭
労
の
合
理
化
反
対
闘
争
と
の
結
合
を
強
め
た
。

　
九
月
三
〇
日
、
九
州
拠
点
地
区
労
働
者
総
決
起
大
会
が
福
岡
市
で
開
か
れ
た
。
大
会
に
は
六
、
○
○
○
人
の
労
働
者
が
参
加
し
、
①
志
免

売
山
反
対
、
②
合
理
化
反
対
、
③
失
業
反
対
、
社
会
保
障
確
立
、
④
安
保
改
定
阻
止
、
⑤
労
働
基
本
権
確
立
、
⑥
民
主
教
育
確
立
、
県
教

委
総
退
陣
な
ど
を
決
議
し
た
。
　
一
〇
月
一
〇
日
、
第
一
次
九
州
拠
点
統
一
行
動
は
、
四
、
○
○
○
人
を
県
庁
に
動
員
し
て
、
失
業
問
題
と

「
石
炭
危
機
対
策
に
つ
い
て
の
要
求
」
を
柱
に
し
た
対
県
交
渉
を
展
開
し
た
。
一
〇
月
二
〇
日
の
第
二
次
九
州
拠
点
統
一
行
動
は
、
同
時

に
安
保
の
第
七
次
全
国
統
一
行
動
で
も
あ
っ
た
。
九
州
拠
点
は
、
こ
の
日
「
合
理
化
反
対
、
安
保
粉
砕
総
決
起
大
会
」
を
、
三
池
と
な
ら

ん
で
最
も
緊
迫
し
て
い
る
日
鉄
二
瀬
労
組
の
あ
る
飯
塚
市
で
開
催
し
た
。
こ
の
大
会
に
は
炭
労
を
中
心
に
福
教
組
、
全
日
自
労
、
全
逓
、

自
治
労
、
国
鉄
、
全
電
通
、
全
専
売
な
ど
三
三
五
、
○
○
○
の
労
働
者
が
参
加
し
た
。
こ
の
行
動
に
呼
応
し
て
炭
労
の
全
山
一
斉
二
四
時
間

42　（2－3　●95）　241



論説

ス
ト
を
中
心
に
全
産
業
に
わ
た
り
実
力
行
使
が
実
施
さ
れ
た
。
第
三
次
の
九
州
拠
点
統
一
行
動
は
、
一
一
月
七
日
、
八
日
の
二
日
間
に
わ

た
っ
て
お
こ
な
わ
れ
た
。
七
日
に
は
、
田
川
、
飯
塚
、
大
牟
田
、
八
幡
、
武
雄
（
佐
賀
県
）
、
婦
人
（
田
川
）
の
六
つ
の
分
科
会
に
五
、
○

○
○
名
を
集
め
討
議
の
柱
と
し
て
「
①
政
府
、
資
本
家
の
安
保
改
定
強
行
下
で
の
各
産
業
に
お
け
る
首
切
り
合
理
化
、
組
合
弾
圧
等
の
実

態
と
そ
の
背
景
お
よ
び
こ
れ
に
た
い
す
る
労
働
者
の
闘
い
の
現
状
、
②
当
面
す
る
安
保
体
制
下
に
お
け
る
労
働
者
へ
の
政
府
・
資
本
家
の

攻
撃
の
本
質
と
特
徴
を
ど
う
理
解
す
る
か
、
③
そ
れ
ぞ
れ
の
産
業
お
よ
び
失
業
者
に
加
え
ら
れ
て
い
る
攻
撃
に
た
え
ぬ
き
、
さ
ら
に
こ
れ

を
は
ね
返
す
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
の
体
制
と
力
量
を
い
か
に
し
て
強
め
、
全
体
の
統
一
行
動
を
発
展
さ
せ
る
か
」
の
三
点
を
か
か
げ
て
論

議
と
経
験
の
交
流
が
行
な
わ
れ
た
。
八
日
に
は
三
池
労
組
の
あ
る
大
牟
田
で
「
安
保
改
定
阻
止
、
炭
労
首
切
り
失
業
反
対
九
州
拠
点
総
決

起
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
参
加
し
た
七
万
人
の
労
働
者
は
、
三
池
の
闘
い
と
安
保
の
闘
い
と
の
結
合
を
訴
え
た
「
大
牟
田
ア
ピ
ー
ル
」
を

採
択
し
た
。
第
四
次
拠
点
統
一
行
動
は
＝
月
＝
二
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
が
、
と
く
に
こ
の
日
に
実
力
行
使
を
行
な
う
炭
労
お
よ
び
官
公

労
、
各
単
産
の
重
点
職
場
の
相
互
交
流
オ
ル
グ
が
行
な
わ
れ
た
点
に
特
微
が
あ
っ
た
。
　
一
一
月
二
七
日
の
第
五
次
拠
点
統
一
行
動
（
全
国

第
八
次
）
は
、
　
調
印
を
一
二
月
一
一
月
初
旬
に
予
定
し
て
い
る
政
府
に
た
い
し
て
、
各
単
産
の
独
自
要
求
を
ふ
く
め
て
一
大
統
一
行
動
を

も
っ
て
生
産
点
で
の
打
撃
を
あ
た
え
よ
う
と
、
民
間
単
産
は
二
四
時
間
を
目
標
に
、
官
公
労
も
一
－
二
時
間
の
実
力
行
使
を
も
っ
て
闘
わ

れ
た
。
　
福
岡
県
で
は
　
「
安
保
改
定
、
合
理
化
、
失
業
反
対
」
の
県
内
行
進
が
九
州
拠
点
に
よ
っ
て
計
画
さ
れ
た
。
＝
月
二
四
日
、
門

司
、
大
牟
田
、
山
田
（
二
六
日
出
発
）
の
三
地
区
か
ら
福
岡
市
に
む
け
て
出
発
し
た
行
進
団
は
二
七
日
福
岡
に
到
着
し
た
。
全
日
自
労
・

失
業
者
三
、
○
○
○
名
は
行
進
団
の
到
着
を
ま
っ
て
中
央
集
会
を
県
庁
前
広
場
で
開
催
し
、
対
県
交
渉
を
め
ざ
し
た
。
　
さ
ら
に
当
日
午
後

三
時
か
ら
県
庁
前
に
五
、
一
〇
〇
〇
人
の
労
働
者
、
農
民
、
学
生
、
失
業
者
の
参
加
の
も
と
、
九
州
拠
点
と
県
安
保
共
闘
主
催
の
県
中
央
集

会
を
ひ
ら
き
、
　
「
安
保
改
定
調
印
交
渉
を
即
時
打
切
れ
」
　
「
炭
労
へ
の
首
切
り
合
理
化
反
対
、
失
業
者
に
職
と
生
活
を
保
障
せ
よ
」
な
ど

を
決
議
し
た
。
こ
の
集
会
に
三
〇
〇
名
の
農
民
が
む
し
ろ
旗
を
か
か
げ
て
参
加
し
た
。
こ
の
日
、
大
牟
田
（
四
万
）
、
田
川
（
一
万
）
、
直
方
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（
三
δ
○
○
）
、
山
田
（
三
、
○
○
○
）
な
ど
で
も
地
区
集
会
が
も
た
れ
た
。
　
一
二
月
一
〇
日
の
九
州
拠
点
第
六
次
（
全
国
第
九
次
）
の
統
一

行
動
、
一
二
月
二
二
・
日
の
拠
点
第
八
次
（
全
国
第
一
〇
次
）
の
統
一
行
動
は
、
炭
労
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
中
心
に
展
開
さ
れ
た
。
拠
点
第
七
次

の
統
一
行
動
は
三
池
労
組
へ
の
指
名
解
雇
が
お
こ
な
わ
れ
た
一
二
月
一
一
日
の
翌
日
（
一
二
日
）
に
、
時
間
外
職
場
集
会
と
五
〇
〇
名
の

オ
ル
グ
団
の
三
池
へ
の
派
遣
と
い
う
形
で
お
こ
な
わ
れ
た
。
拠
点
第
九
次
統
一
行
動
は
、
拠
点
第
八
次
（
全
国
第
一
〇
次
）
統
一
行
動
の
翌
日

（一

�
雌
�
齠
�
冝
j
県
議
会
で
の
給
与
条
例
の
改
悪
阻
止
を
目
標
に
お
こ
な
わ
れ
た
。
教
組
《
高
教
組
、
聖
職
、
炭
労
、
全
日
自
労
を
は
じ

め
と
す
る
各
単
産
の
労
働
者
二
万
人
は
福
岡
県
議
会
を
デ
モ
で
包
囲
し
て
、
給
与
条
例
改
悪
案
の
提
案
を
阻
止
す
る
こ
と
に
成
功
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
こ
の
よ
う
な
九
州
拠
点
の
統
一
行
動
を
軸
に
、
安
保
と
合
理
化
と
の
結
び
つ
き
が
理
解
さ
れ
、
県
下
の
安
保
闘
争
は
五
九
年
の
後
半
に

急
速
な
発
展
を
み
せ
て
い
っ
た
と
言
え
る
。

　
③
批
准
反
対
請
願
署
名
運
動
の
展
開
　
新
安
保
の
批
准
段
階
を
迎
え
た
、
六
〇
年
二
月
三
日
県
安
保
共
闘
は
、
第
一
一
回
幹
事
会
で
国

民
会
議
が
う
ち
だ
し
た
三
月
中
旬
を
目
標
に
安
保
批
准
反
対
の
請
願
署
名
を
一
千
万
集
め
よ
う
と
い
う
方
針
を
積
極
的
に
支
持
し
、
福
岡

県
で
の
目
標
四
三
万
を
自
ら
一
五
〇
万
に
ひ
き
あ
げ
、
総
人
口
の
三
分
の
一
を
メ
ド
に
三
月
一
杯
に
一
大
署
名
運
動
を
展
開
し
、
「
国
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
》

与
論
」
を
自
ら
の
側
に
獲
得
す
る
と
い
う
方
向
を
う
ち
だ
し
た
。
一
五
〇
万
の
署
名
は
、
有
権
者
の
三
分
の
一
を
目
標
と
し
た
リ
コ
ー
ル

署
名
を
は
る
か
に
上
回
る
も
の
で
あ
っ
た
。
安
保
共
闘
に
結
集
す
る
活
動
家
が
、
個
別
訪
問
を
お
こ
な
い
、
ひ
と
り
ひ
と
り
を
説
得
し
て

署
名
を
集
め
る
以
外
に
、
こ
の
目
標
は
と
う
て
い
達
成
さ
れ
な
い
。
　
そ
れ
だ
け
の
活
動
家
を
組
織
し
て
い
る
か
が
問
題
と
な
る
。
　
ま
さ

に
、
地
域
共
闘
の
真
価
が
こ
め
署
名
活
動
の
な
か
で
問
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
大
牟
田
で
は
一
〇
万
を
目
標
に
、
田
川
で
は
リ
コ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ァ
ね

署
名
の
二
倍
を
目
標
に
署
名
活
動
に
と
り
く
ん
だ
。
三
月
半
ば
に
は
、
国
民
会
議
に
よ
る
三
月
末
の
割
当
目
標
四
三
万
に
せ
ま
る
三
五
万

の
署
名
が
集
め
ら
れ
、
最
終
的
に
は
県
下
の
署
名
は
八
六
万
を
こ
え
た
。
そ
の
内
訳
は
、
表
3
の
示
す
と
お
り
で
あ
る
。
大
牟
田
は
一
四

万
の
署
名
を
集
め
る
こ
と
に
成
功
し
た
。
産
炭
地
の
中
間
・
遠
賀
地
区
で
は
リ
コ
ー
ル
署
名
を
上
回
り
、
田
川
で
も
リ
コ
ー
ル
署
名
と
ほ
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ぼ
同
数
の
七
万
五
千
を
集
め
た
。
産
炭
地
の
嘉
飯
、
そ
れ
に
農
村
地
区
の
浮
羽
な
ど
で
は
リ
コ
ー
ル
署
名
に
ほ
ぼ
見
合
う
署
名
を
集
め
て
い

る
が
、
北
九
州
五
市
と
農
村
地
域
で
は
署
名
の
収
集
が
産
炭
地
に
く
ら
べ
非
常
に
大
き
な
落
差
を
示
し
て
い
る
と
い
う
以
外
に
な
い
。
署

名
運
動
の
展
開
の
な
か
に
、
各
地
区
で
の
安
保
共
闘
の
活
動
力
を
判
定
す
る
一
つ
の
基
準
が
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

　
ω
三
池
闘
争
と
の
か
か
わ
り
　
三
池
鉱
業
所
は
六
〇
年
一
月
一
五
日
三
池
労
組
に
た
い
し
ロ
ッ
ク
・
ア
ウ
ト
に
で
た
。
三
池
労
組
は
こ

論説

表3　安保請願署名・カンパ集約状況

　　　　　　　　（1960．6．30現在）
池の北の隠子労剖署名釧カン・qiリ…レ署名

門
小
戸
早
早

司
倉
陽
解
松

中間・遠賀

京都・三等

福
宗
古
粕
甘
糸

岡
像
賀
屋
木
島

久留米
大牟田
八
全
階
大
地
筑
黒
浮
田
嘉
直
山

女
高
川
川
後
紫
木
羽
川
飯
鞍
田

その他

14，076

3，299

3，749

32，840

14，360

39，020

19779

71，105

　911

11，491

1，364

　718
17，199

139，874

7，558

2，477

2，512

　20
1，442

　98
　109
14，311

74，738

65，959

32，291

4，275

250，758

7，000

1，600

2，000

　350
2，174

10，000

　300

360

1，000

30，000

2，338

15，000

6，000

17，933

蹴
蹴
謝
鋤
㌫
脳
丁
丁
㎜
㎜
脱
鰯
鵬
枷
謝
旗
㎜
謝
㎜
下
川
粥
下
馴
門
下
伽

娼
弱
以
6
2
2
6
2
9
認
鵬
爲
3
2
9
⑳
m
4
5
η
妬
m
8
1
6
6
皿
3
η
拓
圏
駈
お

計 863・24・196・・55｝1879・・8・

註）1．署名数，カンパ額は安保阻止廃止福岡県共闘会議

　　第18回斡事会提出資料による．
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れ
に
た
い
し
て
全
面
ス
ト
ラ
イ
キ
で
対
処
し
た
。
三
池
労
組
に
た
い
す
る
会
社
側
の
切
崩
し
工
作
が
活
発
と
な
っ
た
。
三
月
一
七
日
三
池

に
第
二
組
合
が
結
成
さ
れ
た
。
三
月
二
八
日
の
三
川
鉱
で
の
第
二
組
合
の
強
行
就
労
、
三
月
二
九
日
の
久
保
清
氏
刺
殺
事
件
と
暴
力
団
の

介
入
に
よ
っ
て
、
三
池
闘
争
の
様
相
は
一
変
し
た
。
第
二
組
合
の
就
労
に
た
い
し
て
、
組
合
の
側
は
ピ
ケ
の
強
化
で
臨
ん
だ
。
九
州
拠
点

傘
下
、
と
く
に
福
岡
県
評
傘
下
の
労
働
者
は
三
池
支
援
の
オ
ル
グ
の
中
心
と
な
っ
た
。
三
池
支
援
の
オ
ル
グ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に
も
ど

っ
て
職
場
活
動
の
積
極
的
担
い
手
に
な
り
、
「
三
池
を
守
る
会
」
の
組
織
者
と
な
り
、
安
保
闘
争
の
積
極
的
担
い
手
に
な
っ
て
活
躍
し
た
。

「
三
池
と
安
保
」
と
の
結
合
が
、
こ
の
よ
う
な
形
で
各
地
に
み
ら
れ
は
じ
め
た
。
こ
の
こ
と
が
、
県
安
保
共
闘
の
第
一
四
回
拡
大
幹
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

（
六
〇
年
四
月
九
日
）
で
も
直
鞍
で
の
経
験
を
中
心
に
具
体
的
に
論
議
さ
れ
、
　
「
当
面
の
闘
争
に
あ
っ
て
は
、
三
池
闘
争
を
安
保
と
正
し
く

結
合
ざ
せ
て
闘
う
こ
と
は
非
常
に
重
要
と
な
っ
て
い
る
。
三
池
闘
争
の
な
か
か
ら
、
要
心
の
反
動
的
性
格
と
そ
の
本
質
、
即
ち
”
安
保
”

の
全
貌
が
浮
び
上
り
、
大
衆
の
前
に
暴
露
さ
れ
て
い
る
の
だ
」
と
い
う
点
が
確
認
さ
れ
て
い
る
②

　
ま
た
県
安
保
共
闘
は
、
三
池
闘
争
と
安
保
闘
争
と
の
結
合
を
国
民
会
議
に
た
い
し
て
積
極
的
に
提
起
し
た
。
六
〇
年
二
月
三
日
の
第
一

一
回
幹
事
会
は
、
国
民
会
議
が
う
ち
だ
し
た
安
保
批
准
反
対
の
県
内
行
進
に
三
池
の
闘
い
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
入
れ
る
よ
う
国
民
会
議
に
要

請
を
お
こ
な
っ
た
。
第
二
組
合
の
三
川
鉱
強
行
就
労
、
久
保
刺
殺
事
件
の
直
後
の
三
月
三
〇
日
に
は
「
全
国
民
の
安
保
闘
争
で
三
池
の
労

働
者
を
勝
利
さ
せ
よ
う
」
と
の
訴
え
を
全
国
に
発
し
、
四
月
八
日
の
第
一
四
回
拡
大
幹
事
会
で
は
藤
林
あ
っ
せ
ん
案
を
め
ぐ
る
炭
労
第
一
・

四
回
臨
時
大
会
に
た
い
し
て
「
三
池
を
守
れ
」
の
要
請
を
お
こ
な
う
こ
と
を
決
め
た
。
さ
ら
に
四
月
二
五
日
の
国
会
請
願
に
参
加
し
た
福

岡
県
代
表
団
（
五
八
名
）
は
、
“
三
池
闘
争
と
安
保
闘
争
を
正
し
く
結
び
つ
け
よ
”
と
い
う
申
し
入
れ
を
国
民
会
議
に
行
な
っ
た
が
、
そ
の

な
か
で
「
三
池
に
お
け
る
敵
の
攻
撃
は
、
ま
さ
に
新
安
保
体
制
の
狂
暴
化
し
た
権
力
の
全
面
的
攻
撃
で
あ
り
、
こ
れ
と
闘
わ
ず
し
て
新
安

保
を
阻
止
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
。
同
時
に
、
新
安
保
を
闘
わ
ず
し
て
三
池
に
お
け
る
勝
利
を
う
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
こ
と
。
こ

の
相
互
の
関
係
を
全
国
の
民
主
勢
力
が
は
っ
き
り
自
覚
し
、
安
保
と
三
池
を
同
じ
敵
の
同
じ
本
質
か
ら
く
る
攻
撃
と
し
て
う
け
と
め
、
反
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撃
を
組
織
す
る
こ
と
。
こ
こ
に
運
動
が
強
力
に
発
展
す
る
基
礎
が
あ
る
。
だ
か
ら
三
池
闘
争
を
安
保
闘
争
と
し
て
も
り
上
げ
て
全
国
の
力

を
三
池
に
注
ぐ
運
動
を
組
む
こ
と
し
を
強
調
し
、
　
「
五
月
一
〇
日
前
後
に
は
こ
ん
ど
こ
そ
、
本
当
に
ゼ
ネ
ス
ト
を
か
ち
と
る
こ
と
（
こ
の

闘
い
の
な
か
で
三
池
と
安
保
の
結
合
を
飛
躍
的
に
強
化
す
る
こ
と
）
、
そ
の
た
め
に
全
国
単
産
の
意
志
を
集
約
」
　
す
る
こ
と
を
強
く
う
ち

　
　
　
　
（
9
）

だ
し
て
い
る
。

　
同
時
に
、
第
一
四
回
拡
大
幹
事
会
（
六
〇
年
四
月
九
日
）
で
は
三
川
鉱
強
行
就
労
事
件
で
次
の
よ
う
な
反
省
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
ゴ
ニ

川
事
件
で
大
牟
田
に
五
千
名
の
警
官
の
集
結
を
許
し
た
こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
弱
さ
と
し
て
真
剣
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
と
期
日

を
合
わ
せ
て
い
っ
せ
い
に
行
動
に
立
ち
あ
が
れ
ば
、
こ
れ
だ
け
の
敵
の
集
中
的
弾
圧
を
許
さ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
今
後
は
こ
の
面
の
戦

術
も
充
分
考
慮
す
麓
と
・
三
池
と
安
保
の
園
係
を
警
努
の
動
員
を
軸
に
と
ら
え
か
芒
て
い
る
・
そ
し
て
・
曲
事
百
・
笙
五

次
全
国
統
・
一
行
動
（
四
・
一
五
）
に
む
け
て
各
地
区
共
闘
は
か
な
ら
ず
地
域
集
会
を
開
き
、
劇
デ
モ
を
計
画
し
、
早
急
に
デ
モ
届
を
警
察
に
出

し
、
三
池
へ
の
不
当
弾
圧
へ
の
抗
議
を
行
な
う
こ
と
な
ど
の
要
請
を
、
県
共
闘
会
議
議
長
の
名
で
お
こ
な
っ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
二

五
日
頃
は
、
三
池
第
二
組
合
が
警
察
の
強
力
な
支
持
に
よ
り
強
行
入
坑
を
は
か
る
可
能
性
が
あ
り
、
ζ
れ
を
阻
止
せ
ん
と
す
る
三
池
の
労

働
者
、
全
国
の
オ
ル
グ
団
の
抵
抗
に
対
し
敵
は
全
県
下
の
警
察
権
力
を
動
員
し
て
こ
れ
を
排
除
、
弾
圧
せ
ん
と
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は

三
池
に
当
日
警
察
権
力
が
動
員
さ
れ
集
中
さ
れ
る
の
を
再
び
許
し
て
は
な
ら
な
い
。
四
・
一
五
安
保
批
准
阻
止
の
県
下
い
っ
せ
い
の
地
域

集
会
は
、
こ
の
敵
（
警
察
）
の
力
を
大
牟
田
に
結
集
す
る
こ
と
を
阻
止
し
、
勢
力
を
分
散
さ
せ
る
役
割
を
果
す
だ
う
ね
と
、
四
ご
五

闘
争
の
発
展
が
三
池
の
闘
い
と
結
び
つ
き
う
る
問
題
を
こ
の
よ
う
に
強
調
し
て
い
る
。

　
⑤
六
。
四
、
六
・
回
五
の
窪
い
　
五
月
一
九
日
の
強
行
採
決
に
抗
議
す
る
運
動
は
県
下
で
も
高
ま
っ
た
。
六
月
四
日
の
ゼ
ネ
ス
ト
を
中

心
に
し
た
五
月
三
一
日
か
ら
六
月
一
〇
日
に
い
た
る
第
一
七
次
全
国
統
一
行
動
が
展
開
さ
れ
た
。
　
六
・
四
ゼ
ネ
ス
ト
は
県
下
で
は
、
　
炭

労
、
合
化
、
全
国
金
属
な
ど
の
民
間
単
産
の
二
四
時
間
あ
る
い
は
時
限
ス
ト
、
公
労
協
の
時
間
内
職
場
大
会
、
福
教
組
、
高
教
組
の
始
業
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時
か
ら
一
時
間
の
職
場
大
会
、
　
自
治
労
福
岡
市
従
連
の
三
時
間
、
　
要
職
の
二
時
間
、
大
牟
田
、
小
倉
、
門
司
市
職
の
一
時
間
の
実
力
行

使
な
ど
と
な
っ
た
。
　
こ
の
日
、
県
下
二
一
の
地
区
で
「
安
保
条
約
批
准
阻
止
、
国
会
解
散
、
．
岸
内
閣
退
陣
要
求
」
総
決
起
大
会
が
開
か

れ
、
二
〇
万
近
い
県
民
が
デ
モ
に
参
加
し
た
。
福
岡
市
で
開
か
れ
た
安
保
批
准
阻
止
福
岡
県
集
約
大
会
は
市
役
所
前
に
総
評
傘
下
の
労
働

組
合
、
中
立
組
合
、
大
学
教
授
団
、
宗
教
団
体
、
農
民
団
体
、
中
小
商
工
団
体
協
議
会
、
九
学
連
、
子
づ
れ
の
母
親
、
高
校
生
二
〇
σ
名

な
ど
三
万
人
を
集
め
て
午
後
一
時
過
〇
分
か
ら
開
か
れ
、
商
店
街
の
な
か
を
デ
モ
行
進
し
た
。
博
多
駅
で
は
夕
方
か
ら
乗
客
大
会
が
開
か

れ
、
組
合
が
列
車
の
車
体
に
は
り
つ
け
た
安
保
阻
止
、
岸
内
閣
退
陣
、
国
会
解
散
の
ビ
ラ
を
駅
側
が
は
が
し
た
こ
と
で
駅
長
に
は
げ
し
い

抗
議
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
　
ま
た
、
昼
の
大
会
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
労
働
者
や
市
民
五
、
○
○
○
人
は
午
後
六
時
か
ら
昼
と
同
じ
く
福

岡
市
役
所
前
に
集
ま
り
、
総
決
起
大
会
を
お
こ
な
い
、
デ
モ
行
進
を
行
な
っ
た
。

　
六
・
一
五
の
第
二
次
全
国
ゼ
ネ
ス
ト
は
、
炭
労
、
全
鉱
な
ど
の
二
四
時
間
ス
ト
、
国
労
の
香
椎
、
大
牟
田
駅
で
の
ス
ト
ラ
イ
キ
を
中
心

に
全
単
産
が
実
力
行
使
に
は
い
っ
た
。
国
鉄
の
闘
争
に
は
前
夜
か
ら
徹
夜
の
ピ
ケ
と
坐
り
込
み
に
大
量
の
労
働
者
が
参
加
し
て
そ
の
成
功

を
支
え
た
。
六
・
一
五
に
は
県
下
五
〇
ヵ
所
で
「
安
保
批
准
阻
止
、
岸
退
陣
、
国
会
解
散
要
求
」
の
決
起
大
会
が
開
か
れ
、
実
力
行
使
と

集
会
デ
モ
に
五
〇
万
を
こ
え
る
労
働
者
、
農
民
、
市
民
、
学
生
が
参
加
し
た
。
と
く
に
、
県
下
五
〇
ヵ
所
の
地
域
で
集
会
が
お
こ
な
わ
れ

た
と
い
う
こ
と
は
、
従
来
集
会
や
デ
モ
の
お
こ
な
わ
れ
な
か
っ
た
農
村
地
区
に
ま
で
運
動
が
拡
が
っ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
三

井
郡
北
野
町
、
糸
島
郡
前
原
町
、
山
門
郡
三
橋
町
、
筑
紫
郡
二
日
市
町
な
ど
県
下
の
農
村
地
区
の
各
地
で
、
は
じ
め
て
決
起
大
会
と
デ
モ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
》

が
お
こ
な
わ
れ
た
。
安
保
闘
争
は
か
っ
て
な
い
拡
が
り
と
高
ま
り
を
、
六
・
一
五
の
第
二
次
全
国
ゼ
ネ
ス
ト
で
示
し
た
と
い
え
る
。

（
－
）
　
「
第
九
回
県
安
保
拡
大
幹
事
会
討
議
資
料
」
　
（
一
九
五
九
・

（
2
）
　
「
第
三
回
拡
大
幹
事
会
報
告
」
　
（
五
九
・
九
・
一
一
）

（
3
）
前
掲
『
第
九
回
拡
大
幹
事
会
討
議
資
料
』
九
頁
。

＝
一
・
二
六
）
五
～
八
頁
。
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説論

（
4
）
第
三
回
拡
大
幹
事
会
は
、
第
二
回
全
国
代
表
者
会
議
に
た
い
し
て
次
の
よ
う
な
意
見
を
表
明
し
た
。

　
　
　
「
現
在
決
定
的
事
態
に
そ
な
え
地
道
に
下
か
ら
積
み
上
げ
て
い
る
最
高
限
実
力
行
使
体
制
を
基
盤
と
し
た
県
民
各
階
層
の
闘
争
意
欲
を
国
会
闘

　
　
争
に
解
消
さ
せ
る
こ
と
な
く
労
働
者
階
級
の
当
面
す
る
合
理
化
、
失
業
、
　
民
主
的
権
利
な
ど
の
諸
問
題
を
か
か
げ
る
実
力
行
使
の
力
を
結
集

　
　
し
、
安
保
改
定
阻
止
の
目
標
で
最
高
限
の
実
力
行
使
を
行
な
い
、
改
定
を
あ
く
ま
で
強
行
し
よ
う
と
す
る
岸
政
府
に
大
打
撃
を
加
え
ね
ば
な
ら

　
　
な
い
。
中
央
国
民
会
議
は
、
生
産
点
を
中
心
と
し
た
共
闘
体
制
に
支
え
ら
れ
た
最
高
限
実
力
行
使
に
よ
る
安
保
調
印
阻
止
の
方
針
を
出
し
て
い

　
　
る
が
そ
の
時
期
設
定
な
ら
び
に
そ
の
指
導
に
つ
い
て
あ
い
ま
い
で
あ
り
消
極
的
で
あ
る
。
こ
の
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
福
岡
県
の
運
動
を

　
　
す
す
め
る
た
め
に
も
必
要
で
あ
る
。

　
　
わ
れ
わ
れ
は
重
大
な
意
義
の
あ
る
第
二
回
全
国
代
表
者
会
議
に
お
い
て
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
つ
い
て
の
部
分
的
な
意
見
の
不
一
致
（
「
岸
内
閣
打
倒
」

　
　
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
か
か
げ
る
か
ど
う
か
一
引
用
者
）
の
調
整
に
時
間
を
費
や
す
の
で
は
な
く
、
当
面
す
る
重
大
な
時
期
に
安
保
改
定
阻
止
と

　
　
い
う
基
本
的
な
意
見
の
一
致
に
も
と
づ
い
て
正
し
く
進
路
を
定
め
て
前
進
す
る
た
め
の
具
体
的
な
行
動
方
針
に
つ
い
て
意
見
の
一
致
を
は
か
る

　
　
た
め
に
討
議
を
集
中
す
る
よ
う
希
望
す
る
も
の
で
あ
る
。
」
（
『
第
二
回
全
国
代
表
者
会
議
参
加
に
関
す
る
第
三
回
拡
大
常
任
幹
事
会
決
定
i

　
　
福
岡
県
下
に
お
け
る
安
保
改
定
阻
止
廃
止
の
闘
争
に
つ
い
て
』
五
九
・
九
・
一
一
）

（
5
）
九
州
拠
点
共
闘
ブ
ロ
ッ
ク
の
活
動
に
つ
い
て
は
　
『
福
岡
県
総
評
第
＝
回
定
期
大
会
報
告
書
』
（
｝
九
六
〇
・
八
）
、
福
岡
県
労
働
部
労
政
課

　
　
　
『
昭
和
三
四
年
秋
季
年
末
闘
争
に
つ
い
て
』
　
（
昭
和
三
四
年
＝
一
月
）
参
照
。

（
6
）
　
「
第
＝
回
安
保
共
闘
幹
事
会
議
案
」
　
（
六
〇
・
二
・
三
）

（
7
）
　
「
福
岡
県
安
保
改
訂
阻
止
共
闘
ニ
ュ
ー
ス
」
第
五
こ
口
一
九
六
〇
・
二
・
二
五
）

（
8
）
　
「
第
一
四
回
拡
大
幹
事
会
報
告
」
　
（
六
〇
・
四
・
九
）
の
な
か
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
現
在
は
〃
総
資
本
対
総
労
働
”
の
対
決
で

　
　
は
な
く
、
　
〃
総
資
本
対
人
民
”
の
対
決
だ
。
例
え
ば
直
黒
で
安
保
共
闘
参
加
の
居
住
の
人
達
六
〇
名
ば
か
り
が
三
池
に
入
り
『
何
ク
ソ
、
ヤ
ル

　
　
ゾ
』
と
い
う
気
に
な
っ
て
帰
っ
て
き
た
。
そ
し
て
今
地
域
に
『
三
池
を
守
る
会
』
を
つ
く
る
活
動
を
し
て
い
る
。
職
場
地
域
で
三
池
を
守
る
闘

　
　
い
を
く
み
、
そ
の
敵
の
攻
撃
の
本
質
で
あ
る
安
保
に
反
対
す
る
闘
い
と
結
合
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
当
面
の
闘
争
で
重
要
な
課
題
に
な
っ
て
い
る

　
　
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
」

（
9
）
春
闘
九
州
拠
点
ブ
ロ
ッ
ク
共
闘
会
議
「
共
闘
ニ
ュ
ー
ス
」
第
二
〇
号
（
一
九
六
〇
・
五
・
三
）

（
1
0
）
　
「
第
一
四
回
拡
大
幹
事
会
報
告
」
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（
1
1
）
　
「
第
一
五
次
統
一
行
動
に
向
け
て
、
四
・
一
五
闘
争
を
勝
利
さ
せ
よ
う
」
　
（
一
九
六
〇
・
四
．

（
1
2
）
福
岡
県
総
評
第
一
一
回
定
期
大
会
へ
の
『
経
過
報
告
』
の
中
の
「
六
、
安
保
反
対
闘
争
」
の
項
、

　
　
高
教
組
二
〇
年
の
あ
ゆ
み
』
の
「
安
保
闘
争
」
の
項
参
照
。

一
）『

福
岡
県
教
組
二
〇
年
』

お
よ
び
『
福
岡
県

四
　
県
安
保
共
闘
の
運
動
総
括
に
つ
い
て

60年安保闘争の福岡県での展開（衣笠）

　
ω
第
一
九
回
拡
大
幹
事
会
で
の
総
括
　
県
安
保
共
闘
会
議
は
、
七
月
四
日
の
拡
大
幹
事
会
で
、
名
称
を
「
安
保
破
棄
福
岡
県
民
共
闘
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

議
」
と
改
め
た
。
八
月
八
日
に
開
か
れ
た
第
一
九
回
拡
大
幹
事
会
は
、
一
年
有
余
に
わ
た
る
安
保
闘
争
の
総
括
の
方
向
を
示
し
た
。

　
そ
れ
は
「
安
保
闘
争
の
中
で
自
覚
さ
れ
た
問
題
点
H
今
後
の
安
保
闘
争
に
か
け
ら
れ
た
課
題
1
1
」
と
い
う
題
目
の
も
と
に
、
①
「
労
働

者
の
統
一
に
つ
い
て
聴
労
働
運
動
内
部
の
問
題
点
1
1
」
、
②
「
世
界
の
民
主
勢
力
、
労
働
者
階
級
と
の
連
携
に
つ
い
て
」
、
③
「
民
主
主

義
擁
護
の
闘
い
と
安
保
破
棄
の
闘
い
に
つ
い
て
」
の
三
つ
の
柱
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
が
、
も
っ
と
も
多
く
の
ス
ペ
ー
ス
を
さ
い
て
い
る

の
は
「
労
働
者
階
級
の
統
一
に
つ
い
て
」
の
項
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
企
業
主
義
が
民
間
単
組
の
政
治
ス
ト
へ
の
結
集
を
妨
げ
た
が
、
安
保

闘
争
の
経
験
は
こ
の
克
服
の
方
向
を
示
し
た
と
し
て
、
つ
ぎ
の
三
つ
の
柱
、
④
「
労
働
戦
線
の
統
一
行
動
に
つ
い
て
」
、
◎
「
合
理
化
問
題

に
つ
い
て
」
、
⑳
「
政
治
闘
争
と
経
済
闘
争
に
つ
い
て
1
1
企
業
主
義
を
克
服
す
る
方
向
H
」
と
い
う
順
に
論
議
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
ま

ず
④
で
は
「
安
保
反
対
の
点
で
一
致
点
を
見
出
し
な
が
ら
も
、
全
労
、
新
産
別
を
含
む
全
労
働
者
階
級
の
統
一
行
動
を
組
む
に
い
た
ら
な

か
っ
た
」
点
を
運
動
の
弱
点
と
し
て
把
え
て
い
る
。
そ
し
て
◎
の
合
理
化
問
題
で
は
、
　
「
今
度
の
政
治
ス
ト
の
主
要
勢
力
は
官
公
労
」
で

あ
か
「
民
間
重
要
単
産
の
参
加
が
弱
か
っ
た
」
た
め
に
、
政
府
を
ゆ
さ
ぶ
る
こ
と
は
で
き
た
が
「
独
占
自
体
に
生
産
点
に
お
い
て
強
力
な

打
撃
を
与
え
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
「
階
級
的
力
関
係
を
決
定
的
に
変
換
さ
せ
る
」
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
反
省
し
て
い
る
。
そ
七

て
、
民
間
重
要
単
産
が
合
理
化
攻
撃
を
集
中
的
に
う
け
“
企
業
の
ワ
ク
”
内
で
こ
れ
に
対
処
し
よ
う
と
し
た
結
果
、
安
保
闘
争
へ
の
立
ち
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論　説

あ
が
り
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
を
卒
直
に
み
る
な
ら
ば
、
民
間
企
業
の
反
合
理
化
闘
争
は
”
企
業
の
ワ
ク
”
を
こ
え
た
産
業
別
の
合
理
化

闘
争
と
し
て
展
開
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
は
新
安
保
体
制
と
直
接
に
対
決
す
る
と
い
う
意
味
で
、
安
保
破
棄
の
重
要
な
闘
争
の
一
つ
と

し
て
位
置
づ
け
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
県
共
闘
は
強
調
し
て
い
る
。
こ
の
闘
い
の
な
か
で
企
業
主
義
の
克
服
が
現
実
的
課
題
と
な
っ
て
く
る

が
、
そ
の
克
服
の
方
向
は
◎
の
「
政
治
闘
争
と
経
済
闘
争
」
の
な
か
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
次
の
よ
う
な
議
論
が
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
。

　
①
「
こ
ん
ど
の
安
保
闘
争
の
注
目
す
べ
き
経
験
の
一
つ
は
、
か
っ
て
な
い
多
数
の
労
働
者
が
企
業
の
ワ
ク
を
の
り
こ
え
て
国
民
全
体
の
要
望
に
応
え
政
治

　
ス
ト
を
闘
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
」

　
②
「
こ
の
経
験
は
労
働
者
階
級
、
民
主
勢
力
全
体
の
敵
が
非
常
に
明
確
に
な
り
、
共
通
の
敵
が
明
ら
か
に
な
っ
た
時
、
こ
の
よ
う
な
政
治
目
標
に
対
す
る

　
闘
い
で
は
企
業
を
こ
え
て
闘
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
激
励
し
、
鼓
舞
し
た
も
の
は
労
働
者
階
級
を
お
し
つ
つ
む
国
民
諸
階
層
と
の
統
一

　
行
動
で
あ
る
。
」

　
③
．
「
こ
の
こ
と
は
、
階
級
的
立
場
に
立
ち
、
全
体
的
な
敵
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
企
業
主
義
克
服
の
第
一
条
件
で
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
る
。
合
理
化
、

　
賃
金
問
題
な
ど
の
経
済
闘
争
で
は
安
保
の
よ
う
に
共
通
の
敵
が
明
確
に
な
り
に
く
い
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
日
本
の
労
働
者
階
級
は
安
保
で
企
業

　
主
義
克
服
の
第
一
歩
を
ふ
み
出
し
た
の
で
あ
る
。
」

　
④
「
労
働
者
が
こ
の
よ
う
に
全
国
民
的
、
全
階
級
的
視
野
に
立
っ
て
敵
を
と
ら
え
、
こ
れ
と
の
闘
い
を
意
識
す
る
過
程
で
、
身
近
の
職
場
に
お
け
る
諸
要

　
求
を
か
ち
と
る
闘
い
を
今
ま
で
の
企
業
の
ワ
ク
の
中
で
と
ら
え
て
い
た
ス
ケ
ー
ル
を
、
脱
皮
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
」

　
⑤
「
賃
上
げ
、
最
賃
、
合
理
化
、
失
業
、
社
会
保
障
等
の
闘
い
を
、
こ
の
よ
う
な
方
向
で
組
み
あ
げ
る
意
識
的
な
指
導
の
中
で
企
業
主
義
、
企
業
組
合
の

　
脱
皮
も
現
実
の
問
題
と
な
っ
て
こ
よ
う
。
」

　
⑥
「
そ
し
て
民
主
勢
力
全
体
の
共
通
の
敵
を
明
ら
か
に
す
る
具
体
的
な
と
り
く
み
こ
そ
〃
安
保
破
棄
”
の
必
要
を
民
主
勢
力
自
身
の
思
想
と
す
る
闘
い
に

　
ほ
か
な
ら
な
い
。
ち
な
み
に
安
保
闘
争
全
体
の
成
果
を
充
分
に
理
解
で
き
ず
　
『
安
保
闘
争
は
負
け
た
』
　
と
い
う
と
ら
え
方
を
す
る
も
の
が
一
部
に
あ
る
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が
、
こ
の
よ
う
な
局
部
的
現
象
を
一
般
化
す
る
よ
う
な
理
解
の
仕
方
は
、
企
業
主
義
、
組
合
主
義
と
無
縁
な
も
の
で
は
な
い
。
」

　
　
　
「
全
国
民
的
、
全
階
級
的
視
野
」
に
立
っ
て
「
共
通
の
敵
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
企
業
主
義
を
克
服
す
る
第
一
の
条
件
で
あ
り
、

　
　
こ
の
条
件
は
安
保
下
履
の
な
か
で
整
っ
た
と
い
う
の
が
、
　
県
安
保
共
闘
会
議
の
総
括
の
基
本
だ
と
考
え
て
も
間
違
い
は
な
さ
そ
う
で
あ

　
　
る
。
こ
の
総
括
に
つ
い
て
意
見
を
の
べ
る
こ
と
は
さ
し
ひ
か
え
る
が
、
た
と
え
ば
、
具
体
的
諸
課
題
を
「
こ
の
よ
う
な
方
向
で
組
み
あ
げ

　
　
る
意
識
的
指
導
」
が
必
要
と
こ
の
総
括
は
強
調
す
る
が
、
そ
れ
は
誰
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
の
か
と
い
う
点
に
は
ふ
れ
て
い
な
い
と
い
う
点

　
　
だ
け
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
社
会
主
義
政
党
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
安
保
共
闘
の
強
化
に
よ
っ
て
担
わ
れ
る
の

　
　
か
、
明
ら
か
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
②
県
安
保
共
闘
の
性
格
i
カ
ン
パ
ニ
ア
共
闘
の
壁
　
県
安
保
共
闘
の
斉
藤
事
務
局
次
長
は
、
県
安
保
共
闘
の
性
格
を
結
成
の
と
き
か

　
　
ら
「
一
時
的
な
統
一
行
動
組
織
で
は
な
く
、
安
保
条
約
の
廃
止
を
か
ち
と
る
ま
で
の
長
期
の
統
一
闘
争
組
織
」
だ
と
確
認
し
て
き
た
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

蜘
　
五
九
年
一
二
月
六
日
の
安
保
改
定
阻
止
福
岡
県
活
動
者
大
会
で
の
「
県
下
の
安
保
闘
争
経
過
報
告
」
の
な
か
で
強
調
し
て
い
る
。

依　
　
　
六
〇
年
三
月
一
四
日
開
催
の
第
一
一
回
幹
事
会
で
も
、
　
「
福
岡
県
安
保
共
闘
の
発
展
と
体
制
の
強
化
」
が
議
題
に
と
り
あ
げ
ら
れ
、
①

開
．

展
　
　
「
県
安
保
共
闘
は
安
保
問
題
を
軸
と
し
て
、
　
さ
ら
に
労
働
者
階
級
を
は
じ
め
農
民
、
市
民
、
中
小
企
業
な
ど
国
民
各
層
の
地
域
的
、
　
全

の勲
国
北
諸
要
求
を
と
り
あ
げ
、
安
保
条
約
体
制
そ
の
も
の
に
対
決
す
る
闘
い
の
全
体
的
中
心
と
し
て
役
割
を
果
さ
ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
い

論
る
」
、
6
「
県
安
保
共
闘
は
条
約
廃
止
ま
で
共
闘
す
る
．
、
と
、
安
保
条
約
に
関
連
す
る
問
題
は
す
べ
て
と
り
あ
げ
て
闘
う
こ
と
を
結
成
に

物
　
当
っ
て
確
認
し
て
い
る
」
。
　
③
県
総
評
も
一
月
二
九
日
の
第
一
六
回
評
議
員
会
で
各
種
共
闘
組
織
（
民
主
諸
団
体
）
の
一
大
結
集
組
織
に

欄
よ
っ
て
平
和
と
民
主
主
義
と
生
活
を
守
る
闘
い
を
統
A
・
し
て
い
く
必
要
を
痛
感
し
、
西
月
上
旬
を
目
途
に
各
団
体
で
討
議
を
進
め
る
」

噸
と
い
う
方
針
を
決
定
し
て
匿
な
ど
の
諸
条
件
か
ら
「
県
安
保
共
闘
を
恒
常
的
共
闘
組
織
と
し
て
確
瑠
k
．
四
月
上
旬
を
め
ど
に

6
　
　
「
諸
団
体
の
検
討
を
ま
っ
て
、
新
し
い
共
闘
の
性
格
を
確
認
し
、
体
制
を
強
化
す
る
」
こ
と
を
決
定
し
た
。
各
種
の
共
闘
を
安
保
体
制
と
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壬ム
蔭冊 説

対
決
す
る
場
で
統
一
さ
せ
る
と
い
う
作
業
は
簡
単
で
は
な
い
。
社
会
党
、
共
産
党
、
総
評
の
政
策
の
統
一
が
土
台
に
な
ら
ね
ぽ
な
ら
な
い

と
い
う
認
識
の
も
と
に
、
三
者
懇
談
会
が
三
月
に
も
た
れ
、
四
月
一
杯
に
、
全
て
の
闘
い
を
担
え
る
恒
常
的
共
闘
組
織
を
確
立
す
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

を
目
標
に
話
し
合
い
が
す
す
め
ら
れ
た
。
県
安
保
共
闘
の
期
待
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
作
業
は
成
功
し
な
か
っ
た
。
三
月
中
旬
以
降
の

三
池
闘
争
へ
の
大
動
員
の
必
要
そ
の
他
も
加
わ
っ
て
、
安
保
共
闘
を
県
下
唯
一
の
恒
常
的
共
闘
組
織
に
し
ょ
う
と
す
る
動
き
は
、
沙
汰
や

み
と
な
っ
た
。

　
反
面
、
県
安
保
共
闘
は
総
評
傘
下
の
単
産
の
協
力
を
え
ら
れ
ず
に
苦
悩
す
る
。
た
と
え
ば
、
第
一
二
回
幹
事
会
（
六
〇
．
三
．
七
）
の
案

内
状
（
三
月
一
日
発
送
）
に
は
、
そ
の
末
尾
に
注
と
し
て
「
最
近
の
幹
事
会
に
は
単
産
幹
事
の
出
席
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
今
回
の
幹
事

会
は
重
要
な
の
で
、
と
く
に
全
幹
事
団
体
の
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
印
刷
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
単
産
幹
事
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
げ

出
席
は
九
州
炭
労
、
全
日
自
労
、
福
教
組
、
九
大
教
職
組
、
全
逓
の
五
団
体
に
と
ど
ま
っ
た
。

　
ま
た
、
六
か
年
四
月
九
日
の
第
一
四
回
拡
大
幹
事
会
の
討
議
の
な
か
で
も
、
単
産
の
協
力
の
弱
さ
が
大
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
た
。
報
告

書
に
の
せ
ら
れ
た
討
論
の
内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
「
労
組
が
地
域
共
闘
の
中
で
安
保
闘
争
を
す
す
め
る
場
合
、
地
区
労
の
指
導
範
囲
が
問
題
と
な
っ
て
く
る
。
総
評
加
盟
単
産
は
頭
ワ
リ
の
指
令
に
対
し
て

　
は
積
極
的
だ
が
、
地
下
の
横
ワ
リ
の
通
達
に
対
し
て
は
消
極
的
で
あ
る
。
組
合
幹
部
の
こ
の
点
で
の
熱
意
が
欲
し
い
。
そ
し
て
今
後
の
指
令
は
県
共
闘
の

　
働
き
か
け
の
中
で
、
タ
テ
ワ
リ
、
ヨ
コ
ワ
リ
の
通
達
の
方
法
を
正
し
く
運
用
し
、
労
組
が
積
極
的
に
安
保
闘
争
に
参
加
す
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
に
な
つ

　
た
。
そ
し
て
幹
事
会
に
も
労
組
か
ら
余
り
出
席
が
な
い
現
状
を
一
日
も
早
く
克
服
す
る
よ
う
働
き
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
○
　
こ
の
討
議
を
深
め
る
中
で
、
特
に
主
要
単
産
の
幹
事
会
へ
の
出
席
が
悪
い
こ
と
と
同
時
に
、
地
域
の
安
保
闘
争
へ
の
参
加
も
消
極
的
で
あ
る
こ
と
が

　
各
地
域
共
闘
よ
り
指
摘
さ
れ
た
。

　
○
　
今
後
は
主
要
単
産
を
含
め
重
要
通
達
は
、
県
安
保
共
闘
と
同
時
に
県
総
評
よ
り
頭
ワ
リ
で
指
示
を
お
ろ
す
よ
う
県
総
評
に
申
入
れ
る
こ
と
に
な
つ
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60年安保闘争の福岡県での展開（衣笠）

八
，
「
（
6
ソ

　
た
」

．、

D
県
賓
保
共
闘
は
、
自
ら
を
安
保
体
制
に
対
決
す
る
諸
闘
争
の
全
体
的
中
心
と
し
で
、
．
長
期
に
わ
た
る
統
一
闘
争
の
担
い
手
た
る
こ
之
を

望
ん
だ
が
、
単
産
の
側
か
ら
す
れ
ば
カ
ン
パ
ニ
ア
共
闘
の
一
つ
で
し
が
あ
り
え
な
か
っ
た
。
単
組
に
と
っ
て
は
組
合
の
当
面
す
る
課
題
が

ず
べ
て
で
あ
り
、
安
保
闘
争
も
中
央
の
単
産
本
部
の
指
令
で
実
力
行
使
に
入
る
の
で
あ
つ
で
、
安
保
共
闘
の
指
令
指
示
に
よ
る
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
こ
の
実
態
が
充
分
に
解
明
さ
れ
る
こ
と
な
し
に
、
安
保
共
闘
の
強
化
が
う
ち
だ
さ
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
安
保
体
制
に
対
決

，
す
る
恒
常
的
共
闘
組
織
た
ろ
う
と
す
る
理
念
は
、
カ
ン
パ
ニ
ア
共
闘
と
い
う
実
態
の
前
に
ひ
ざ
ま
ず
く
以
外
に
な
い
。
た
と
え
ば
、
県
安

．
保
共
闘
の
財
政
実
態
を
み
れ
ば
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
，
財
政
上
の
若
立
が
で
き
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
県
総
評
に
財
政
上
依
存
し
て
い
て

は
、
、
ど
ん
な
立
派
な
議
論
も
単
産
幹
部
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
ゆ

　
③
県
安
保
共
闘
の
財
政
問
題
財
政
は
そ
の
組
込
の
実
態
を
理
醒
す
る
た
め
の
な
に
よ
刎
の
手
が
か
軌
と
な
6
。
．
ど
の
よ
う
な
運
動
も

財
政
的
基
盤
が
な
く
て
は
恒
常
性
を
も
ち
、
兄
な
い
。
．
，
こ
こ
で
は
、
六
〇
年
七
月
四
日
の
県
安
保
共
闘
降
口
八
例
幹
事
会
に
提
出
さ
れ
た
財

政
墾
、
直
心
に
み
て
み
よ
兇
表
4
に
示
さ
れ
た
．
、
の
財
政
渥
。
憶
、
院
五
逢
。
月
か
ら
ゾ
九
六
亀
山
月
末
ま
で
の
第
二
期

の
財
政
報
告
で
あ
る
（
第
一
期
は
五
九
年
六
月
か
ら
九
見
ま
で
）
。

　
　
　
餅
心
　
漏
矯
究
＃
巖
母
尽
欝
貯
　
　
（
一
Φ
㎝
⑩
・
H
O
～
①
O
●
①
）
　
　
…
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
丁
　
　
　
一

　
　
　
　
　
ε
　
貢
　
　
　
．
〉
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君丑

鴫圃
畑目白

期〉署濁嚇

串
虚
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O
O

ω
P
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O
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O

目
P
O
O
O

一
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も
O
O

講
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p
》
8
0
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O
O
O
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P
O
O
O

g
O
O
O

g
O
O
O 山

羊
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0
0
0

㎝
騨
O
O
O
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O
O
O 蜘卵i翻曄

　θ．

幅欝
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　∴亘1・
、く誉

Σ湘二二

串
三
三ヨ

O
O
O

㎝
も
O
O

8
噛
O
O
O

b。

p
P
8
0

誉
〉
盛

．
㎝
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O
O
O

　
9
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0
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Φ
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ω
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一
る
二

三
謬
盛

一
㎝
．
O
O
O
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払蔭1田 説

出（2） 支

96，540

24，095

29，240

131，400

60，000

黒
田
費
芝
葺

　
　
　
　
通

着
信
議
交

　
　
　
　
グ

　
　
　
　
ル

事
触
会
オ
給

341，275計

（3）未払内訳

196，000

17，000

41，700

　　3，000

　　3，950

65，000

91，970

刷
刷
社
代
料
与
金

印
印
　
ク
用
　
入

　
　
・
山
　
　
　
吏
　
　
　
北
日

　
　
イ
　
　
　
　
　
　
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
イ

子
宮
　
イ
場
　
評

十
三
福
マ
高
給
総

418，620計

（4）赤字処理分担計画

50，000

50，000

125，620

　　5，000

10，000

10，000

153，000

社

共

総

全

二

会

産

　日

放　同

党

党

評

農

盟

民主商工会（含互助会）

その他一般番付

403，620計

註）県安保共闘第18回幹事会報告
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収
入
の
部
で
は
、
九
ヵ
月
間
に
二
五
万
円
の
収
入
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
分
担
金
は
総
評
の
六
万
、
社
会
党
の
四
万
、
共
産
党
の
三
万

な
ど
が
中
心
で
、
九
万
円
の
カ
ン
パ
ま
で
も
計
上
し
て
の
二
五
万
円
が
収
入
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
月
平
均
二
万
八
千
円
の
収
入
に

す
ぎ
な
い
。
実
際
は
安
保
批
准
反
対
署
名
に
と
も
な
う
カ
ン
パ
そ
の
他
が
予
定
よ
り
も
一
一
万
円
近
く
も
上
回
っ
た
の
で
収
入
額
は
分
担

金
未
納
額
を
ふ
く
め
三
五
万
六
千
円
と
な
り
、
月
平
均
の
収
入
ば
、
ほ
ぼ
四
万
円
に
な
る
。

　
支
出
の
部
を
み
て
み
る
と
、
オ
ル
グ
交
通
費
の
一
三
万
円
（
月
平
均
一
万
四
千
円
）
、
事
務
費
九
万
六
千
円
（
月
平
均
一
万
円
強
）
、
給
与
六

万
円
そ
の
他
で
、
こ
れ
が
あ
れ
だ
け
の
大
闘
争
を
や
っ
た
組
織
の
財
政
な
の
か
と
疑
わ
ざ
る
を
え
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
、
未
払

い
金
の
四
二
万
円
を
ふ
く
め
て
こ
の
間
に
使
っ
た
総
額
は
七
五
万
円
（
月
平
均
八
万
三
千
円
あ
ま
り
）
で
あ
る
。
　
未
払
い
金
四
二
万
円
近
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

の
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
印
刷
費
の
未
払
い
が
二
五
万
五
千
円
と
全
体
の
六
〇
％
を
占
め
、
総
評
か
ら
の
借
入
金
九
万
二
千
円
、

給
与
未
払
い
六
万
五
千
円
が
こ
れ
に
続
い
て
い
る
。
財
政
は
全
く
火
の
車
で
あ
っ
た
。
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表5　県安保共闘第3期予算

　（1）収　入

（1960●7～12）

組織名i分担金
党
党
評
三
農
会
盟
会
三
連
会

社
共
総
日
日
平
解
子
原
三
民

60，000

60，000

120，000
6，000

6，000

6，000

6，000

3，000

3，000

3，000

3，000

計 27，6000

②支　出

科目除劇　内　訳
オルグ交通費

費
与
話
費
自

局
給
電
麗
剛

事

　
費
費

費
会
議
費

　
大
会

会
　
　
備

　
A
B

集
　
　
予

13，400

120，000

34，000

47，000

18，000

3，600

40，000

（280円十200円）．

　　　×6回×3人
400円×6月　（定期代）

200円×6月×2人
　　　　（回数券）

15，000円×6月

　　十15，000円×2回
8円×100通×5回×6月
　　　その他10，000
29500円×3回×6月
　　　　＝41，000
1円×3，000×2回＝69000

3，000円×6月

300円×2回×6月

計　1276，…1

註）第18回幹事会提案
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未
払
い
金
四
二
万
円
の
う
ち
未
納
頬
の
一
万
五
千
円
を
差
引
い
た
四
〇
万
三
、
六
二
〇
円
が
実
質
赤
字
と
な
る
。
　
こ
れ
を
社
会
党
と
共

産
党
が
そ
れ
ぞ
れ
五
万
円
、
解
放
同
盟
、
民
主
商
工
会
計
一
万
円
、
総
評
一
二
万
六
千
円
、
寄
付
そ
の
他
一
五
万
三
千
円
で
補
填
し
よ
う

と
い
う
の
が
、
表
4
ω
の
赤
字
処
理
分
担
計
画
で
あ
る
。

　
結
局
、
総
評
が
一
八
万
六
千
円
、
社
会
党
九
万
円
、
共
産
党
八
万
円
と
い
う
分
担
金
を
中
心
に
福
岡
県
安
保
共
闘
会
議
の
財
政
が
支
え

ら
れ
、
五
九
年
一
〇
月
か
ら
六
〇
年
六
月
に
か
け
て
の
歴
史
的
な
大
闘
争
を
展
開
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
財
政
を
労
働
組
合
の
そ
れ
と

く
ら
べ
て
み
る
な
ら
ば
、
そ
の
差
は
歴
然
と
し
て
い
る
。
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表
5
は
、
一
九
六
〇
年
七
月
か
ら
一
二
月
ま
で
六
ヵ
月
間
の
予
算
で
あ
る
。
収
入
の
部
を
み
て
み
る
と
社
会
党
、
共
産
党
が
各
六
万
、

県
総
評
が
一
二
万
円
と
、
こ
の
三
者
で
ほ
ぼ
九
〇
％
を
分
担
す
る
と
い
う
構
造
に
な
っ
て
い
る
。
共
産
党
が
社
会
党
と
対
等
に
分
担
金
を

出
す
よ
う
に
な
る
の
は
、
安
保
闘
争
か
ら
で
、
一
九
五
七
～
五
八
年
に
か
け
て
の
リ
コ
ー
ル
運
動
の
と
き
に
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
社

共
対
等
の
関
係
は
分
担
金
の
問
題
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
　
県
総
評
の
分
担
金
は
全
収
入
の
四
三
・
五
％
を
占
め
て
い
る
。
　
安
保
共

闘
は
、
財
政
面
で
み
れ
ば
総
評
を
軸
に
社
共
が
安
保
問
題
で
共
闘
す
る
と
い
う
構
造
で
、
各
単
産
は
総
評
を
介
し
て
安
保
共
闘
に
参
加
す

る
。
こ
の
点
で
各
単
産
が
参
加
す
る
春
闘
共
闘
や
、
地
公
労
三
組
合
（
福
教
組
、
一
口
同
教
組
、
県
警
）
と
総
評
や
社
会
党
な
ど
で
っ
く
る
県
会

共
闘
に
く
ら
べ
る
と
、
そ
の
財
政
上
の
基
盤
の
弱
さ
は
否
定
で
き
な
い
。

　
支
出
の
部
を
み
て
み
る
と
そ
の
点
は
も
っ
と
は
り
き
り
す
る
。
予
備
費
を
除
く
二
三
万
六
千
円
の
な
か
で
人
件
費
が
一
二
万
と
過
半
数

を
占
め
て
い
る
。
給
与
水
準
自
体
非
常
に
低
い
も
の
で
あ
る
が
、
専
従
の
事
務
局
員
を
確
保
し
、
最
低
限
の
事
務
連
絡
を
と
る
ど
い
う
の

が
、
支
出
の
面
か
ら
み
た
特
徴
だ
と
い
え
る
。
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県
安
保
共
闘
の
活
動
を
総
括
し
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
農
村
・
農
民
対
策
の
問
題
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
県
安
保
共
闘

で
も
、
第
七
回
幹
事
会
（
一
九
五
九
・
＝
。
二
四
）
、
第
九
回
幹
事
会
（
一
九
五
九
・
一
二
・
二
八
）
、
さ
ら
に
第
一
九
回
幹
事
会
（
一
九
六
〇
・

八
。
八
）
で
大
き
く
と
り
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
・
と
く
に
六
〇
年
八
月
二
〇
日
に
は
浮
羽
地
区
で
農
村
地
区
活
動
者
会
議
を
開
き
、
今
後
の

農
村
地
区
に
お
け
る
安
保
闘
争
に
つ
い
て
の
取
り
く
み
の
追
求
が
決
め
ら
れ
て
い
る
。
農
村
対
策
の
た
ち
お
く
れ
は
、
六
〇
年
安
保
闘
争

の
な
か
で
否
定
で
き
な
か
っ
た
に
せ
よ
、
い
ろ
い
ろ
な
取
り
く
み
が
お
こ
な
わ
れ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
た
だ
、
現
在
そ
れ
を
整
理
す
る

だ
げ
の
能
力
と
材
料
を
も
ち
あ
わ
せ
て
い
な
い
た
め
に
、
こ
の
問
題
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
1
）
　
「
第
一
九
回
安
保
拡
大
幹
事
会
議
案
」
，



（
2
）
　
「
安
保
改
定
阻
止
福
岡
県
活
動
者
大
会
報
告
」

（
3
）
　
「
第
十
一
回
安
保
共
闘
幹
事
会
議
案
」

（
4
）
　
「
三
月
一
四
日
、
九
州
各
県
安
保
共
闘
連
絡
会
議
報
告
」

（
5
）
第
＝
一
回
安
保
共
闘
幹
事
会
出
席
者
名
簿
に
よ
る
。

（
6
）
　
「
第
一
四
回
拡
大
幹
事
会
報
告
」

（
7
）
総
評
か
ら
の
借
入
金
は
、
本
来
収
入
の
中
に
計
上
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
幹
事
会
で
も
こ
の
点
が
指
摘
さ
れ
、
こ
の
借
入
金
を
収
入
お
よ
び
支

　
　
出
の
項
に
計
上
す
る
と
い
う
訂
正
が
「
第
一
八
回
幹
事
会
報
告
」
　
の
な
か
で
一
行
書
き
こ
ま
れ
て
い
る
が
、
収
入
の
項
は
借
入
金
で
あ
っ
て

　
　
も
、
支
出
の
項
は
具
体
的
な
支
出
項
目
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
に
そ
れ
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
や
む
を
え
ず
訂
正
以
前
の
報
告
を
使
用

　
　
す
る
こ
と
に
し
た
。

60年安保闘争の福岡県での展開（衣笠）

お
　
わ
　
り
　
に

　
福
岡
県
下
に
お
け
る
六
〇
年
安
保
闘
争
の
展
開
を
み
る
と
き
、
安
保
共
闘
に
た
い
す
る
社
会
主
義
政
党
、
と
く
に
社
会
党
、
共
産
党
の

指
導
の
問
題
を
見
落
し
て
は
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
六
〇
年
安
保
闘
争
の
時
期
に
展
開
さ
れ
た
三
池
を
中
心
と
す
る
炭
労
の
合
理

化
反
対
闘
争
（
筑
豊
の
失
業
反
対
闘
争
、
教
組
の
勤
評
反
対
闘
争
な
ど
、
ど
れ
一
つ
を
と
σ
あ
げ
て
み
て
も
全
国
的
注
目
を
あ
び
る
大
闘

争
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
同
じ
時
期
に
福
岡
県
と
い
う
一
地
域
で
展
開
さ
れ
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
そ
れ
ら
の
闘
争
の
連
絡
、
調
整
を
ふ
く
め

中
央
総
評
が
九
州
拠
点
共
闘
会
議
を
設
置
す
る
が
、
三
池
闘
争
が
一
九
六
〇
年
三
月
第
二
組
合
の
発
生
↓
強
行
就
労
と
い
う
事
態
に
直
面

し
て
か
ら
は
九
州
拠
点
は
三
池
闘
争
に
没
入
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。
三
池
闘
争
が
、
現
地
三
池
労
組
へ
の
支
援
オ
ル
グ
の
派
遣
、
　
「
三

池
を
守
る
会
」
の
組
織
化
と
い
う
枠
を
こ
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
現
地
三
池
へ
．
の
大
量
動
員
に
収
れ
ん
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
く
と

き
う
安
保
闘
争
は
国
会
に
む
け
て
の
一
大
請
願
運
動
と
な
っ
て
高
揚
す
る
。
こ
の
二
つ
の
動
き
を
統
合
し
酒
そ
め
巨
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
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一
つ
の
力
に
ま
と
め
あ
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
課
題
を
も
っ
て
い
た
の
は
、
理
論
的
に
は
社
会
党
と
共
産
党
で
あ
っ
て
、
総
評
で
は
な
い
は
ず
で

あ
っ
た
。
県
安
保
共
闘
が
こ
の
課
題
を
意
識
し
な
が
ら
も
、
解
決
の
方
向
を
見
出
し
え
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
意
味
で
は
当
然
の
こ
と
で

あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
六
〇
年
安
保
闘
争
に
さ
い
し
て
指
摘
さ
れ
る
農
民
や
中
小
企
業
団
体
な
ど
へ
の
働
き
か
け
の
弱
さ
の
問
題
も
、
労
働
組
合
（
地
区
労
）

の
問
題
で
あ
る
よ
り
さ
き
に
、
政
党
自
身
の
問
題
で
あ
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。

　
福
岡
県
下
に
展
開
さ
れ
た
「
六
〇
年
安
保
闘
争
」
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー

チ
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
五
年
一
〇
月
）
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